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こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

２
）

。

一
方
で
、
本
来
国
司
に
よ
っ
て
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
「
観
風
俗
」
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
民
政
へ
の
関
与
と
い
う
視
点
も
あ
っ
た
が
、
服
属
儀
礼
の
観
点
か

ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、国
守
巡
行
に
お
け
る「
観
風
俗
」

の
も
つ
最
も
基
本
的
な
意
義
は
、
民
情
の
把
握
と
そ
れ
に
よ
る
政
務
運
営
と
い

う
、
よ
り
実
務
的
な
面
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、『
令
集
解
』
諸

説
が
「
観
風
俗
」
を
百
姓
の
習
俗
が
正
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
と
い
っ
た
意
味

で
解
釈
し
て
い
る
た
め
、
当
然
の
前
提
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
「
観
風
俗
」
の
基
本
的
な
意
義
の
具
体
的
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
な
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
稿
で
は
、
国
司
に
よ
る
「
観
風
俗
」
の
も
つ
実
務

的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
実
務
と
律
令
国
家
の
支
配
理
念
と

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
司
に
よ
る
「
観
風
俗
」
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
は
、『
万

葉
集
』
を
は
じ
め
と
し
た
文
学
作
品
の
検
討
も
不
可
欠
で
あ
る
。
同
書
に
は
、

大
伴
家
持
の
越
中
守
時
代
の
作
品
が
、
歌
の
状
況
を
説
明
し
た
題
詞
や
左
注
を

含
め
て
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
国
司
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な

史
料
と
な
り
得
る
。
文
学
作
品
を
史
料
と
し
て
扱
う
際
に
は
、
そ
の
記
述
が

事
実
か
創
作
か
、
ま
た
出
典
の
有
無
と
い
っ
た
微
妙
な
判
断
も
必
要
に
な
る
が
、

そ
こ
に
は
六
国
史
や
法
制
史
料
か
ら
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
報
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
検
討
も
通
じ
て
「
観
風
俗
」
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

一　

は
じ
め
に

日
本
律
令
国
家
は
、
ど
の
よ
う
な
百
姓
生
活
の
上
に
自
己
が
立
脚
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
産
関
係
が
各
土
地
の
特
性
に
強
く
規
定

さ
れ
た
古
代
に
あ
っ
て
は
、
土
地
に
根
差
し
た
百
姓
生
活
の
把
握
は
、
百
姓
の

生
産
物
、
す
な
わ
ち
徴
税
対
象
物
の
把
握
と
管
理
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。

西
別
府
元
日
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
王
権
に
と
っ
て
地
域
支
配
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
地
域
社
会
総
体
の
認
識
・
把
握
が
不
可
欠
で
あ
っ
た（

１
）

」
の
で
あ
り
、

律
令
国
家
が
百
姓
生
活
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
よ
う
と
し
た
か
は
、
国
家
の
運
営

に
関
わ
る
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
と
き
、
律
令
国
家
に
と
っ
て
「
風
俗
」
の
把
握
は

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
令
文
に
お
い
て
「
風
俗
」
の
把
握
が

職
掌
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
は
、
戸
令
33
国
守
巡
行
条
で
「
観
風
俗
」
を
課
せ

ら
れ
た
国
司
及
び
職
員
令
58
弾
正
台
条
で
「
粛
清
風
俗
」
を
課
せ
ら
れ
た
弾
正

台
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
巡
察
使
も
そ
の
任
に
当
た
っ
て
お
り
、
近
年

の
研
究
に
よ
っ
て
、
特
に
八
世
紀
の
巡
察
使
は
民
政
に
も
積
極
的
に
関
与
し
た

律
令
国
家
に
お
け
る
「
観
風
俗
」
の
意
義

　
―
大
伴
家
持
の
越
中
巡
行
を
基
点
と
し
て
―
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歌
三
首
」
は
、
全
て
熊
来
を
舞
台
と
し
た
歌
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
中
に
は
生
産

叙
事
と
も
い
え
る
歌
（
三
八
八
〇
番
歌
）
が
あ
り
、
同
様
の
生
産
叙
事
の
歌
謡

と
の
関
係
か
ら
そ
れ
が
風
俗
歌
舞
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
等
の
点
か
ら
、
家
持

だ
け
で
な
く
、
国
司
が
能
登
に
巡
行
し
た
際
に
は
熊
来
で
国
造
に
よ
る
風
俗
歌

舞
が
奏
上
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
国
司
が
地
域
社
会
の

習
俗
を
詳
細
に
把
握
し
て
実
態
に
即
し
た
地
方
政
治
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
部

内
巡
行
に
お
け
る
国
見
や
風
俗
歌
舞
の
奏
上
が
重
要
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

針
原
孝
之
氏
は
、
家
持
の
越
中
巡
行
に
つ
い
て
、
巡
行
ル
ー
ト
と
遺
跡
の
検

討
か
ら
鉄
生
産
の
実
情
視
察
と
推
定
す
る（

５
）

。

ま
た
、
関
和
彦
氏
は
、
国
守
巡
行
全
体
に
つ
い
て
の
言
及
の
中
で
、
国
守
の

巡
行
は
、
天
皇
に
よ
る
国
見
・
巡
行
を
律
令
的
に
継
承
・
再
編
し
、
天
皇
の
代

理
で
あ
る
国
司
に
代
行
さ
せ
た
も
の
と
論
じ
た（

６
）

。
そ
の
上
で
、「
観
風
俗
」
は
、

単
な
る
民
情
視
察
で
は
な
く
、
諸
国
に
お
け
る
天
皇
の
支
配
権
を
確
認
す
る
任

務
で
あ
っ
た
と
す
る
。
仁
藤
敦
史
氏
も
、
国
見
の
伝
統
が
天
皇
の
代
理
人
た
る

国
司
に
よ
る
部
内
巡
行
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る（

７
）

。
さ
ら
に
、
鈴
木
景
二

氏
は
、『
藤
氏
家
伝
』「
武
智
麻
呂
伝
」
等
の
検
討
か
ら
、
国
守
に
よ
る
巡
行
の

際
に
山
上
に
登
っ
て
国
見
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た（

８
）

。

こ
れ
ら
先
学
に
よ
れ
ば
、
国
守
巡
行
や
そ
れ
に
よ
る
「
観
風
俗
」
に
つ
い
て

の
お
お
よ
そ
の
意
義
の
説
明
は
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
瀧
川
氏
が
指
摘
す
る
能
登

の
海
防
に
つ
い
て
は
、
森
田
氏
の
批
判
が
あ
る
よ
う
に
『
万
葉
集
』
自
体
に
そ

の
こ
と
を
実
証
す
る
史
料
が
な
く
、
そ
こ
ま
で
言
及
で
き
る
か
疑
問
が
あ
る
。

一
、
大
伴
家
持
の
越
中
巡
行
と
「
風
俗
」

⑴
家
持
の
越
中
巡
行
及
び
国
守
巡
行
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

天
平
二
〇
年
（
七
四
八
）
春
、
大
伴
家
持
は
、
国
守
と
し
て
越
中
国
内
を
巡

行
し
た
。『
万
葉
集
』
巻
一
七
に
は
、
そ
の
時
に
家
持
が
詠
ん
だ
歌
が
、
題
詞

や
左
注
と
と
も
に
九
首
残
さ
れ
て
い
る
。

家
持
の
越
中
巡
行
歌
を
、
国
守
巡
行
条
と
の
関
係
で
い
ち
早
く
論
じ
た
の
は

瀧
川
政
次
郎
氏
で
あ
っ
た（

３
）

。
瀧
川
氏
は
、
家
持
の
巡
行
は
、
本
来
は
国
守
巡
行

条
に
定
め
ら
れ
た
部
内
巡
行
で
あ
る
が
、
家
持
の
主
た
る
関
心
は
出
挙
に
あ
っ

た
た
め
に
、
左
注
に
は
出
挙
の
た
め
の
巡
行
と
記
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、『
万

葉
集
』
巻
一
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
能
登
国
歌
三
首
」
を
、
家
持
が
天
平
二

〇
年
の
巡
行
の
際
に
能
登
の
風
俗
を
観
て
詠
ん
だ
歌
と
し
、
家
持
は
当
地
の
風

俗
人
情
を
観
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
越
中
巡
行
の
中
で
も

能
登
地
方
の
巡
行
に
つ
い
て
は
、
能
登
の
海
防
を
検
校
す
る
と
い
う
軍
事
的
な

目
的
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

同
じ
く
家
持
の
能
登
地
方
へ
の
巡
行
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
、
森
田
喜
久
男

氏
で
あ
る（

４
）

。
森
田
氏
は
、
家
持
が
能
登
の
七
尾
西
湾
・
南
湾
を
航
行
し
た
目
的

と
し
て
、
造
船
・
製
塩
・
海
産
物
の
貢
納
等
、
能
登
に
お
け
る
産
業
の
観
察
が

目
的
の
一
つ
だ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
家
持
が
能
登
の
熊
来
で
の
歌
を
残
し

て
い
る
こ
と
、
家
持
以
外
の
国
司
が
記
録
し
た
『
万
葉
集
』
巻
一
六
の
「
能
登
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の
語
を
検
討
し
、「
観
風
俗
」
や
「
風
俗
（
＝
地
方
の
歌
）
を
採
取
す
る
」
と

は
、
地
方
ま
で
為
政
者
の
徳
が
及
ん
で
い
る
か
を
確
認
し
、
か
つ
民
を
徳
に

よ
っ
て
教
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
六
国
史
に
見
え
る
「
風
俗
」
を
検

討
し
、
国
内
の
記
事
で
は
「
巡
省
風
俗
」
と
「
風
俗
歌
舞
」
に
二
分
さ
れ
る
こ

と
、『
日
本
後
紀
』
以
降
、「
観
省
風
俗
」
の
類
が
見
出
せ
な
く
な
る
こ
と
を
指

摘
し
、
地
方
の
「
風
俗
」
が
統
治
さ
れ
、
一
元
的
な
中
央
集
権
国
家
が
確
立
さ

れ
て
い
く
過
程
を
示
す
も
の
と
分
析
し
た（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、「
風
俗
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
し

か
し
、
国
守
巡
行
に
お
け
る
「
観
風
俗
」
の
意
義
を
探
る
の
で
あ
れ
ば
、『
令

集
解
』
諸
説
を
通
じ
て
令
文
に
見
え
る
「
風
俗
」
の
語
釈
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
た
上
で
、
国
守
巡
行
条
の
条
文
全
体
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

令
に
お
け
る
「
風
俗
」
は
、
次
の
三
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。

史
料
1
養
老
戸
令
33
国
守
巡
行
条

凡
国
守
、
毎
レ

年
一
巡
二

行
属
一

郡
、
観
二

風
俗
一

、
問
二

百
年
一

、
録
二

囚
徒
一

、

理
二

寃
枉
一

、
詳
察
二

政
刑
得
失
一

、
知
三

百
姓
所
二

患
苦
一

、
敦
喩
二

五
教
一

、

勧
二

務
農
功
一

。
部
内
有
下

好
学
、
篤
道
、
孝
悌
、
忠
信
、
清
白
、
異
行
、

発
二

聞
於
郷
閭
一

者
上

、
挙
而
進
之
。
有
下

不
孝
悌
、
悖
レ

礼
、
乱
レ

常
、
不
レ

率
二

法
令
一

者
上

、糺
而
縄
之
。（
後
略
）

史
料
2
養
老
職
員
令
58
弾
正
台
条

尹
一
人
。
掌
下

、
粛
二

清
風
俗
一

、
弾
二

奏
内
外
非
違
一

事
上

。

史
料
3
養
老
公
式
令
89
遠
方
殊
俗
条

し
か
し
、
関
・
仁
藤
・
鈴
木
・
森
田
各
氏
の
い
う
国
見
や
風
俗
歌
舞
の
奏
上
と

い
う
服
属
儀
礼
と
し
て
の
性
格
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
一

方
で
、
森
田
氏
の
い
う
「
地
域
社
会
の
習
俗
を
詳
細
に
把
握
し
、
実
態
に
即
し

た
地
方
政
治
を
遂
行
」
と
い
う
部
分
や
関
氏
の
い
う
「
単
な
る
民
情
視
察
」
の

内
実
、
そ
れ
が
「
観
風
俗
」
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
得
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
基
礎
的
な
部
分
で
あ
る

が
故
に
検
討
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
る
。

⑵
「
風
俗
」
の
語
釈
と
「
観
風
俗
」
の
目
的

家
持
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
観
風
俗
」
の
具
体
的
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず

「
風
俗
」
の
語
義
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
風
俗
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
既
に
複
数
の
言
及
が
あ
る
。
関
氏
は
、
風

土
記
に
見
え
る
「
風
俗
」
と
「
俗
」
を
検
討
し
、「
風
俗
」
に
は
そ
の
土
地
の

慣
習
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
教
化
す
る
と
い
う
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
ま
た
、
風
土
記
に
見
え
る
「
風
俗
」
は
、
中
央
の
衣
食
住
や
行
事
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
・
精
神
文
化
と
し
、「
俗
」
は
地
方
の
そ
れ
で
あ
る
と
説
く（

９
）

。

森
田
氏
は
、『
日
本
書
紀
』の「
風
俗
」に
付
さ
れ
た
二
種
の
古
訓
の
う
ち
、「
ク

ニ
ワ
ザ
」
を
国
造
の
ク
ニ
に
関
わ
る
習
俗
と
し
、「
オ
オ
ミ
タ
カ
ラ
ノ
ア
リ
カ

タ
」
を
中
国
か
ら
律
令
を
継
受
し
た
古
代
国
家
が
設
定
し
た
規
範
と
す
る
。

兼
岡
理
恵
氏
は
、
風
土
記
研
究
の
観
点
か
ら
漢
籍
等
に
見
え
る
「
風
俗
」
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凡
遠
方
殊
俗
人
、
来
入
レ

朝
者
、
所
在
官
司
、
各
造
レ

図
、
画
二

其
容
状
衣

服
一

、
具
序
二

名
号
処
所
并
風
俗
一

。
随
レ

訖
奏
聞
。

戸
令
33
国
守
巡
行
条
の
「
観
風
俗
」
は
、職
員
令
58
弾
正
台
条
「
粛
清
風
俗
」

と
同
様
の
解
説
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
注
釈
を
ま

と
め
て
と
り
あ
げ
る
。

史
料
4
戸
令
33
国
守
巡
行
条
・
職
員
令
58
弾
正
台
条
集
解
諸
説

令
義
解

戸
令
（
な
し
）

職
員
令
謂
、
粛
者
敬
也
。
風
者
気
也
。
俗
者
習
也
。
土
地
水
泉
、
気
有
二

緩
急
一

。
声
有
二

高
下
一

。
謂
二

之
風
一

焉
。
人
居
二

此
地
一

、
習
以
成
レ

性
。
謂

二

之
俗
一

焉
。
假
令
、
信
濃
国
俗
、
夫
死
者
即
以
レ

婦
為
レ

殉
。
若
有
二

此
類
一

者
、
正
レ

之
以
二

礼
教
一

。
是
以
為
レ

粛
二

清
風
俗
一

也
。

令
釈戸

令
風
俗
釈
、
見
二

職
員
令
一

。

職
員
令
劉
子
風
俗
篇
云
。
風
者
気
也
。
俗
者
習
也
。
土
地
水
泉
、
気
有
二

緩
急
一

。
声
有
二

高
下
一

。
謂
二

之
風
一

焉
。
人
居
二

此
地
一

、
習
以
成
レ

性
。
謂

二

之
俗
一

焉
。
越
之
東
、
有
二

輙
沐
之
国
一

。
其
大
父
死
、
則
負
二

其
大
母
一

、

而
棄
レ

之
。
曰
二

鬼
妻
不
一
レ
可
二

与
居
一

。（
中
略
）
風
有
二

厚
薄
一

、
俗
有
二

淳
澆
一

。
明
王
之
化
、
当
下
移
レ

風
使
二

之
雅
一

、
易
レ

俗
使
中

之
正
上

。
是
以

上
之
所
レ

化
、
亦
謂
レ

為
レ

風
、
民
習
而
行
、
亦
謂
レ

為
レ

俗
。

古
記

戸
令
観
二

風
俗
一

、
謂
官
員
令
具
説
訖
也
。

職
員
令
風
者
気
、
俗
者
習
也
。
土
地
水
泉
、
気
有
二

緩
急
一

。
声
有
二

高
下
一

。

謂
二

之
風
一

焉
。
人
居
二

此
地
一

、
習
以
成
レ

性
。
謂
二

之
俗
一

焉
。
風
有
二

厚
薄

一

。
俗
有
二

淳
澆
一

。
明
王
之
化
、
当
下

移
レ

風
使
二

之
雅
一

。
易
レ

俗
使
中

之
正
上

。

是
以
、
上
之
所
レ

化
、
亦
謂
レ

為
レ

風
。
人
習
而
行
、亦
謂
レ

為
レ

俗
。（
中
略
）

然
則
風
為
レ

本
、
俗
為
レ

末
。
皆
謂
三

民
情
所
二

好
悪
一

也
。
繋
二

水
土
之
気
一

、

急
則
失
二

於
躁
一

、
緩
則
失
二

於
慢
一

。
王
者
為
レ

政
、
常
移
レ

之
使
二

緩
急
調
和
、

剛
柔
得
一
レ
中
。
随
二

君
上
之
情
一

、
則
君
有
二

善
悪
一

、
道
有
二

昇
降
一

。
政

教
失
レ

所
、
民
亦
従
レ

之
、
有
二

風
俗
傷
敗
一

者
。
王
者
為
レ

政
、
常
易
レ

之
使

レ

善
也
。
但
此
條
、
風
俗
之
字
訓
者
、
法
也
。
式
也
。
国
家
之
立
二

法
式
一

糺
正
耳
。

穴
記戸

令
晋
書
云
。
風
俗
、
謂
百
姓
土
風
土
俗
。
剛
柔
緩
急
是
。
其
宣
レ

風
、

導
レ

俗
、
粛
二

清
所
部
一

、
長
官
之
事
故
。
加
二

教
風
一

、
而
宣
二

導
彼
風
俗
一

也
。

職
員
令
風
俗
先
釈
説
也
。
言
土
風
土
俗
是
也
。
非
二

教
風
教
俗
一

也
。

令
義
解
は
、
戸
令
で
は
言
及
が
な
い
た
め
、
職
員
令
の
事
例
の
み
挙
げ
る
。

そ
こ
で
は
、
信
濃
国
で
夫
が
死
ん
だ
場
合
に
妻
が
殉
死
す
る
風
習
が
例
示
さ
れ
、

礼
教
を
も
っ
て
そ
の
風
習
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
が
「
粛
清
風
俗
」
で
あ
る
と
す

る
。
令
釈
で
は
、
例
示
と
し
て
越
国
の
東
に
あ
る
と
い
う
「
輙
沐
之
国
」
の
事

例
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
は
大
父
が
死
す
れ
ば
大
母
を
棄
て
る
と
い
う
風
習
が

示
さ
れ
、
中
略
し
た
部
分
に
も
他
国
の
風
習
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
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「
風
有
二

厚
薄
一

、
俗
有
二

淳
澆
一

。
明
王
之
化
、
当
下

移
レ

風
使
二

之
雅
一

、
易
レ

俗

使
中

之
正
上

。
是
以
上
之
所
レ

化
、
亦
謂
レ

為
レ

風
、
民
習
而
行
、
亦
謂
レ

為
レ

俗
。」

と
述
べ
、「
風
俗
」
と
は
、
王
の
徳
に
よ
っ
て
民
の
習
い
を
正
す
こ
と
で
あ
る

と
説
明
す
る
。

古
記
で
も
、「
風
俗
」
そ
の
も
の
の
大
意
は
、
基
本
的
に
令
義
解
や
令
釈
と

大
差
な
い
が
、
官
員
令
弾
正
台
条
の
「
粛
清
風
俗
」
の
場
合
は
、
国
家
の
法
式

を
立
て
て
糺
正
す
る
こ
と
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
記
は
同
史
料
で
「
政

教
失
レ

所
、
民
亦
従
レ

之
、
有
二

風
俗
傷
敗
一

者
」
と
述
べ
て
お
り
、
王
に
よ
る
政

治
と
教
導
が
正
し
く
な
け
れ
ば
、「
風
俗
」
が
乱
れ
る
と
い
う
考
え
を
提
示
し

て
い
る
。
こ
の
考
え
が
、
法
式
を
立
て
て
「
風
俗
」
を
糺
正
す
る
と
い
う
解
釈

に
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
。

穴
記
は
、「
風
俗
」
を
百
姓
の
「
土
風
土
俗
」
と
記
す
が
、「
其
宣
レ

風
、
導
レ

俗
、
粛
二

清
所
部
一

」
や
「
加
二

教
風
一

、
而
宣
二

導
彼
風
俗
一

也
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
条
文
全
体
の
解
釈
は
令
義
解
や
令
釈
と
相
違
な
い
も
の
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
令
集
解
』
諸
説
に
見
え
る
戸
令
・
職
員
令
の
「
風
俗
」

の
解
釈
は
、
概
ね
百
姓
の
習
俗
を
正
す
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
。
関
氏
・
兼

岡
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、「
観
風
俗
」
一
語
の
意
味
は
、
百
姓
の
習
俗
が
天
皇

の
徳
に
よ
っ
て
正
さ
れ
て
い
る
か
を
観
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
た
だ
し
、
職
員
令
の
「
粛
清
風
俗
」
は
、
官
人
の
綱
紀
粛
正
に
関
わ

る
弾
正
台
の
職
掌
で
あ
る
こ
と
、
古
記
に
法
式
を
立
て
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
場
合
の
「
風
俗
」
は
、
法
に
よ
っ
て
官
人
の
あ
り
方
を
正
す
こ
と
、
つ
ま

り
、
官
人
の
政
務
や
風
紀
に
関
わ
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

次
に
、
公
式
令
89
遠
方
殊
俗
条
に
お
け
る
「
風
俗
」
に
つ
い
て
の
諸
説
を
確

認
す
る
。

史
料
5
公
式
令
89
遠
方
殊
俗
条
集
解
諸
説

令
義
解

謂
、
假
如
、
禾
稼
再
熟
之
類
、
謂
二

之
風
一

。
夫
死
妻
殉
之
類
、
謂
二

之
俗
一

。

古
記風

俗
、
謂
以
レ

船
為
レ

業
、
好
二

弓
馬
幷
歌
舞
一

等
。

跡
記風

俗
、
謂
夫
死
時
妻
死
之
類
。（
後
略
）

令
義
解
は
、
稲
が
二
度
実
る
と
い
っ
た
類
を
「
風
」
と
し
、
夫
が
死
ん
だ
場

合
に
妻
が
殉
死
す
る
類
の
こ
と
を「
俗
」と
し
て
い
る
。
令
釈
も
令
義
解
に「
无

レ

別
也
」
と
す
る
。
跡
記
に
お
け
る
「
風
俗
」
は
、
令
義
解
の
「
俗
」
の
解
釈

と
同
義
で
あ
る
。
古
記
で
は
、
船
を
も
っ
て
業
と
す
る
こ
と
、
弓
馬
や
歌
舞
を

好
む
等
の
類
を
「
風
俗
」
と
説
明
す
る
。
ま
と
め
る
と
、
稲
や
船
の
件
は
異
民

族
の
産
業
や
地
勢
、
弓
馬
を
好
む
こ
と
は
産
業
ま
た
は
習
俗
に
分
類
で
き
よ
う

か
。
ま
た
、
歌
舞
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
の
「
風
俗
」
は
、
習
俗
を
正
す
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
習
俗
や
産

業
そ
の
も
の
、
及
び
歌
舞
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
習
俗
に
つ
い
て
は
、
国

守
の
「
観
風
俗
」
と
同
様
の
役
割
を
期
待
さ
れ
た
巡
察
使
の
職
務
に
つ
い
て
、

多
く
は「
巡
省
風
俗（

（1
（

」「
観
省
風
俗（

（1
（

」の
よ
う
に「
風
俗
」の
語
が
使
用
さ
れ
る
が
、
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「
観
察
民
俗（

（1
（

」と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。「
観
風
俗
」「
粛

清
風
俗
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
当
然
習
俗
を
把
握
し
て
正
す
と
い
う
意
味
が

令
の
文
脈
に
内
包
さ
れ
る
た
め
、「
風
俗
」
の
意
味
が
単
な
る
「
習
俗
」
か
「
習

俗
を
正
す
こ
と
」
か
は
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
習
俗
だ
け
で
な
く
産
業
に
関
わ
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
古
代
の
産
業
は
そ
の
土
地
の
習
俗
と
密
接
に
関
わ
っ
て
存
在
す
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
同
根
の
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。

史
料
6
『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
五
月
辛
巳
朔
条

勅
諸
国
朝
集
使
曰
。（
中
略
）
又
四
民
之
徒
、
各
有
二

其
業
一

。
今
失
レ

職
流

散
、
此
亦
国
郡
司
教
導
無
レ

方
。
甚
無
レ

謂
也
。
有
二

如
レ

此
類
一

、
必
加
二

顕

戮
一

。
自
レ

今
以
後
、
当
遣
二

巡
察
使
一

、
分
二

行
天
下
一

、
観
二

省
風
俗
一

。
宜

下

勤
二

敦
徳
政
一

、
庶
中

彼
周
行
上

。（
後
略
）

史
料
6
は
、
巡
察
使
派
遣
の
勅
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
国
郡
司
の
教
導
が
適
切
な
も
の
で
な
い
た
め
に
百
姓
が
そ
の
業
を
失
っ
て

流
散
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て
巡
察
使
を
派
遣
し
、

「
風
俗
」
を
観
省
さ
せ
、
徳
を
行
き
わ
た
ら
せ
ん
こ
と
を
期
し
て
い
る
。
こ
こ

に
は
、「
風
俗
」
の
把
握
を
徳
政
に
結
び
つ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
百
姓
の
業
を

立
て
直
そ
う
と
い
う
政
策
意
図
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、「
風
俗
」
が

産
業
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
史
料
5
古
記
に
よ
り
、
歌
舞
が
「
風
俗
」
の
語
義
に
含
ま
れ
る
こ

と
は
、
風
俗
歌
舞
と
の
関
わ
り
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
森
田
氏
や
兼
岡
氏
が
指
摘

し
た
よ
う
に
、
六
国
史
に
は
「
風
俗
歌
舞
」
の
語
が
頻
出
す
る
。
ま
た
、『
類

聚
国
史
』
に
は
「
風
俗
」
が
立
項
さ
れ
て
各
種
歌
舞
に
つ
い
て
の
記
事
が
収
載

さ
れ
る
。
歌
舞
が
そ
の
土
地
の
習
俗
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
「
風
俗
」
の
語

義
の
中
で
も
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
、『
孝
経
』「
広
要
道
」
に
は
「
移
レ

風
易
レ

俗
、
莫
レ

善
二

於

楽
一

」
と
あ
り
、「
楽
」
は
民
の
習
俗
を
教
導
す
る
最
良
の
方
法
で
あ
る
と
さ
れ

た
。『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
八
月
己
亥
条
の
、
雅
楽
寮
に

関
わ
る
記
事
の
中
に
も
こ
の
文
言
が
見
え
、
日
本
も
こ
う
し
た
観
念
を
受
容
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
楽
」
に
よ
っ
て
民
を
教
導
で
き
る
な
ら
ば
、
反
対
に

民
の
「
楽
」
に
よ
っ
て
民
の
習
俗
の
把
握
も
可
能
に
な
る
と
い
う
考
え
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、
各
地
の
習
俗
を
把
握
す
る
最
も
適
切
か
つ
象

徴
的
な
方
法
が
風
俗
歌
舞
の
奏
上
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。「
風
俗
」
の
語
義
で
あ
る
習
俗
・
産
業
・
歌
舞
は
、
全
て
底
流
で

つ
な
が
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
令
文
に
お
け
る
「
風
俗
」
の
語
義
と
し
て
は
、
百
姓
の

習
俗
を
正
す
こ
と
、
ま
た
、
習
俗
・
産
業
・
歌
舞
、
さ
ら
に
官
人
の
政
務
や
風

紀
に
関
わ
る
こ
と
の
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。「
観
風
俗
」
一
語
の
意
味
に

限
定
す
る
な
ら
、
関
氏
や
兼
岡
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
百
姓
の
習
俗
が

教
化
さ
れ
て
い
る
か
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
守
巡
行
条
の
前

半
部
分
全
体
の
中
で
考
え
れ
ば
、
も
う
少
し
広
く
取
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
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る
。国

守
巡
行
条
の
「
観
風
俗
」
等
の
巡
察
行
為
は
、
百
姓
の
実
情
を
把
握
し
た

上
で
の
「
敦
喩
二

五
教
一

、
勧
二

務
農
功
一

」
に
帰
結
す
る
。
つ
ま
り
、
百
姓
生
活

の
実
情
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
習
俗
を
正
す
よ
う
五
教
を
広
め
、
産
業
を
安

定
さ
せ
る
よ
う
農
功
を
勧
催
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
令
文
の
構
成
か
ら

す
れ
ば
、「
観
風
俗
」
は
百
姓
の
習
俗
が
正
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
だ
け
で
な
く
、

産
業
も
含
め
た
百
姓
生
活
の
現
状
把
握
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
国
守
巡
行
条
前
半
部
分
の
意
図
は
、
そ
れ
ら
百
姓
生
活
の
現
状

を
把
握
し
た
上
で
の
教
化
や
勧
農
と
い
う
対
応
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

以
上
の
考
え
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
国
守
巡
行
で
把
握
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
「
風
俗
」
は
、
百
姓
の
習
俗
が
正
さ
れ
て
い
る
か
だ
け
で
な
く
、
習
俗

の
現
状
や
産
業
も
含
め
た
百
姓
生
活
全
般
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、「
観
風
俗
」
の
「
風
俗
」
は
、
遠
方
殊
俗
条
に
見
え
る
よ
う
な
広

い
意
味
で
の
「
風
俗
」
に
近
し
い
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
遠
方
殊
俗
条
の
「
風
俗
」
の
意
味
の
一
つ
で
あ
る

歌
舞
も
、
そ
の
土
地
の
習
俗
を
代
表
す
る
「
風
俗
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
は
あ
ろ
う
。
令
制
や
儒
教
の
受
容
に
よ
り
、
伝
統
的
な
服
属
儀
礼
と
儒
教
的

な
民
情
把
握
の
融
合
し
た
姿
が
、
先
学
が
捉
え
た
国
守
巡
行
に
お
け
る
風
俗
歌

舞
の
奏
上
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑶
家
持
の
越
中
観
察

「
観
風
俗
」
を
右
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
る
と
、
家
持
に
よ
る
越
中
巡
行
歌

の
い
く
つ
か
は
、
ま
さ
に
「
観
風
俗
」
に
ま
つ
わ
る
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

史
料
7
『
万
葉
集
』
巻
一
七
・
四
〇
二
一
～
四
〇
二
九
番
歌（

（1
（

砺
波
郡
の
雄
神
川
の
辺
に
し
て
作
れ
る
歌
一
首

4021
雄
神
川
紅
に
ほ
ふ
少
女
ら
し
葦
附
〔
水
松
の
類
〕
採
る
と
瀬
に
立
た
す
ら

し
砺
波
郡
雄
神
河
辺
作
歌
一
首

乎
加
未
河
伯　

久
礼
奈
為
尓
保
布　

乎
等
売
良
之　

葦
附
〔
水
松
之
類
〕

等
流
登　

湍
尓
多
〃
須
良
之

婦
負
郡
の
鵜
坂
川
の
辺
に
し
て
作
れ
る
歌
一
首

4022
鵜
坂
川
渡
る
瀬
多
み
こ
の
吾
が
馬
の
足
掻
の
水
に
衣
濡
れ
に
け
り

婦
負
郡
鸕
坂
河
辺
作
歌
一
首

宇
佐
可
河
伯　

和
多
流
瀬
於
保
美　

許
乃
安
我
馬
乃　

安
我
枳
乃
美
豆
尓

　

伎
奴
〃
礼
尓
家
里

鵜
を
潜
く
る
人
を
見
て
作
れ
る
歌
一
首

4023
婦
負
川
の
早
き
瀬
ご
と
に
篝
さ
し
八
十
伴
の
緒
は
鵜
川
立
ち
け
り

見
二

潜
レ

鸕
人
一

作
歌
一
首

売
比
河
波
能　

波
夜
伎
瀬
其
等
尓　

可
我
里
佐
之　

夜
蘇
登
毛
乃
乎
波
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宇
加
波
多
知
家
里

新
川
郡
の
延
槻
川
を
渡
り
し
時
に
作
れ
る
歌
一
首

4024
立
山
の
雪
し
消
ら
し
も
延
槻
の
川
の
渡
瀬
鐙
浸
か
す
も

新
川
郡
渡
二

延
槻
河
一

時
作
歌
一
首

多
知
夜
麻
乃　

由
吉
之
久
良
之
毛　

波
比
都
奇
能　

可
波
能
和
多
理
瀬　

安
夫
美
都
加
須
毛

気
太
の
神
宮
に
赴
き
参
り
、
海
辺
を
行
き
し
時
に
作
れ
る
歌
一
首

4025
之
乎
路
か
ら
直
越
え
来
れ
ば
羽
咋
の
海
朝
凪
ぎ
し
た
り
船
梶
も
が
も

赴
二

参
気
太
神
宮
一

、
行
二

海
辺
一

之
時
作
歌
一
首

之
乎
路
可
良　

多
太
古
要
久
礼
婆　

波
久
比
能
海　

安
佐
奈
芸
思
多
理　

船
梶
母
我
毛

能
登
郡
の
香
島
の
津
よ
り
発
船
し
て
、
熊
来
村
を
指
し
て
往
き
し
時
に

作
れ
る
歌
二
首

4026
鳥
総
立
て
船
木
伐
る
と
い
ふ
能
登
の
島
山　

今
日
見
れ
ば
木
立
繁
し
も
幾

代
神
び
そ

能
登
郡
従
二

香
嶋
津
一

発
船
、
射
二

熊
来
村
一

往
時
作
歌
二
首

登
夫
佐
多
氐 

船
木
伎
流
等
伊
布　

能
登
乃
嶋
山　

今
日
見
者　

許
太
知

之
気
思
物　

伊
久
代
神
備
曽

4027
香
島
よ
り
熊
来
を
指
し
て
漕
ぐ
船
の
梶
取
る
間
な
く
都
し
思
ほ
ゆ

香
嶋
欲
里　

久
麻
吉
乎
左
之
氐 

許
具
布
祢
能　

可
治
等
流
間
奈
久　

京

師
之
於
母
倍
由

鳳
至
郡
の
饒
石
川
を
渡
り
し
時
に
作
れ
る
歌
一
首

4028
妹
に
逢
は
ず
久
し
く
な
り
ぬ
饒
石
川
清
き
瀬
ご
と
に
水
占
延
へ
て
な

鳳
至
郡
渡
二

饒
石
河
一

之
時
作
歌
一
首

伊
毛
尓
安
波
受　

比
左
思
久
奈
里
奴　

尓
芸
之
河
波　

伎
欲
吉
瀬
其
登
尓

　

美
奈
宇
良
波
倍
弖
奈

珠
洲
郡
よ
り
発
船
し
て
治
布
に
還
り
し
時
に
、
長
浜
の
湾
に
泊
て
て
、
月

の
光
を
仰
ぎ
見
て
作
れ
る
歌
一
首

4029
珠
洲
の
海
に
朝
び
ら
き
し
て
漕
ぎ
来
れ
ば
長
浜
の
浦
に
月
照
り
に
け
り

右
の
件
の
歌
詞
は
、
春
の
出
挙
に
依
り
て
、
諸
郡
を
巡
行
し
、
当
時
当
所

に
し
て
属
目
し
て
作
れ
り
。
大
伴
宿
祢
家
持

従
二

珠
洲
郡
一

発
船
還
二

治
布
一

之
時
、
泊
二

長
浜
湾
一

仰
二

見
月
光
一

作
歌
一
首

珠
洲
能
宇
美
尓　

安
佐
妣
良
伎
之
弖　

許
芸
久
礼
婆　

奈
我
波
麻
能
宇
良
尓

　

都
奇
氐
理
尓
家
里

右
件
歌
詞
者
、
依
二

春
出
挙
一

、
巡
二

行
諸
郡
一

、
当
時
当
所
属
目
作
之
。
大

伴
宿
祢
家
持
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こ
れ
ら
の
歌
の
題
詞
か
ら
、
家
持
が
天
平
二
〇
年
に
お
け
る
越
中
国
の
ほ
ぼ

全
郡
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
砺
波
・
婦
負
・
新
川
・
能
登
・
鳳

至
・
珠
洲
・
の
六
郡
に
加
え
、
四
〇
二
五
番
歌
の
題
詞
に
「
気
太
神
宮
」
と
あ

る
た
め
、
羽
咋
郡
で
も
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
家
持
が
当
時

の
越
中
国
八
郡
の
う
ち
、
巡
行
歌
を
残
し
て
い
な
い
の
は
国
府
所
在
郡
で
あ
る

射
水
郡
の
み
と
な
り
、
家
持
が
全
郡
巡
行
を
意
識
し
て
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
ま
た
、
最
後
の
左
注
で
「
当
時
当
所
属
目
作
之
」
と
記
し
て
い
る

よ
う
に
、
全
て
の
歌
で
各
地
の
風
物
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
家
持
の
関
心
が
越
中

の
風
土
に
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

こ
の
歌
々
の
最
後
の
左
注
に
は
、
こ
の
巡
行
が
出
挙
の
た
め
の
巡
行
で
あ
る

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
観
風
俗
」
を
兼
ね
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
森
田
氏
は
、
家
持
の
越
中
国
内
巡
行
の
う

ち
、
特
に
能
登
地
域
の
巡
行
に
つ
い
て
「
観
風
俗
」
と
の
関
連
を
詳
細
に
論
じ

て
い
る
。
中
で
も
、
家
持
の
関
心
の
一
つ
が
能
登
の
産
業
に
あ
っ
た
と
し
た
点

は
、
本
稿
の
問
題
関
心
と
も
合
致
す
る
。
し
か
し
、
森
田
氏
の
論
は
能
登
地
域

の
検
討
が
主
で
あ
っ
た
た
め
、
越
中
国
全
体
を
通
し
て
見
な
お
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
鉄
野
昌
弘
氏
は
、
四
〇
二
一
番
歌
の
葦
附
や
四
〇
二
三
番
歌
の
鵜
飼

に
つ
い
て
、
家
持
が
「
風
俗
」
を
歌
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「「
属
目
」

さ
れ
て
い
る
人
の
姿
も
、
自
然
の
景
も
、
広
い
意
味
で
越
中
の
「
風
俗
」
な
の

で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
る（

（1
（

。
こ
ち
ら
も
従
う
べ
き
見
解
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で

先
に
確
認
し
た
「
風
俗
」
の
意
味
に
基
づ
い
て
、
改
め
て
家
持
の
越
中
巡
行
を

捉
え
な
お
す
こ
と
に
す
る
。

四
〇
二
一
番
歌
は
、
砺
波
郡
の
雄
神
川
で
少
女
が
「
葦
附
」
を
採
集
す
る
情

景
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
当
地
の
産
業
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る（

（1
（

。

家
持
が
こ
の
様
子
を
当
地
の
産
業
に
結
び
付
く
も
の
と
し
て
意
識
し
て
い
た
こ

と
は
、
用
字
や
自
注
に
も
表
れ
て
い
る
。「
葦
附
」
に
は
「
水
松
之
類
」
と
い

う
自
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
葦
附
」
と
い
う
水
草
が
家
持
ら
中
央

官
人
に
は
馴
染
み
が
な
い
物
で
あ
っ
た
た
め
に
、
他
の
中
央
官
人
に
も
歌
の
意

図
が
伝
わ
る
よ
う
に
注
を
付
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
該
歌
は
、
ほ

ぼ
全
て
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
が
、「
葦
附
」
の
み
表
記
法
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
水
草
の
文
字
表
記
を
伝
達
し
よ
う
と
い
う

意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
中
央
官
人
の
視
点
か
ら
在
地
の
産
物
を

把
握
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
看
取
で
き
る
。

次
に
、
四
〇
二
三
番
歌
は
、
婦
負
郡
の
鵜
飼
に
よ
る
漁
撈
を
詠
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
夜
蘇
登
毛
乃
乎
（
八
十
伴
の
緒
）」
に
つ
い
て
は
、
官
人
と
す

る
説（

（1
（

と
漁
撈
に
従
事
す
る
百
姓
を
官
人
に
見
立
て
た
と
す
る
説
が
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、

鵜
飼
は
夏
季
の
漁
法
で
あ
り
、
家
持
が
巡
行
し
た
春
季
に
合
わ
な
い
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
は
実
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
と
す
る
理
解（

（1
（

、
本
来

夏
に
行
わ
れ
る
べ
き
漁
撈
を
国
守
の
た
め
に
百
姓
か
官
人
か
が
儀
礼
的
に
や
っ

て
見
せ
た
も
の
と
す
る
理
解
等
が
あ
る（

（2
（

。
筆
者
は
、
家
持
が
わ
ざ
わ
ざ
左
注
に

「
当
時
当
所
属
目
作
之
」
と
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
応
こ
れ
を
実
景
と
考

え
て
お
く
が
、
こ
の
鵜
飼
に
よ
る
漁
撈
が
儀
礼
的
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
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し
て
も
、
な
お
さ
ら
国
守
に
対
し
て
当
地
の
習
俗
や
産
業
を
観
せ
る
と
い
う
意

図
が
強
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

最
後
に
、四
〇
二
六
番
歌
を
検
討
す
る
。
こ
の
歌
で
は
、「
登
夫
佐
（
鳥
総（

（2
（

）」

を
立
て
て
船
木
を
伐
る
と
い
う
能
登
郡
の
習
俗
と
産
業
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
歌
に
関
連
し
て
、
能
登
郡
に
は
舟
木
部
と
い
う
部
民
が
お
り
、
造
船
業
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
瀧
川
・
森
田
両
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

「
船
木
伎
流
等
伊
布
（
船
木
伐
る
と
い
ふ
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

れ
は
伝
聞
で
あ
り
、
実
景
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
家
持
が
国
司
下
僚

や
郡
司
か
ら
聞
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
廣
岡
義
隆
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

風
土
記
等
に
よ
り
事
前
に
情
報
収
集
し
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い（

（2
（

。

ま
た
、
こ
の
歌
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
歌
体
が
五
・
七
・
七
・

五
・
七
・
七
で
歌
わ
れ
る
旋
頭
歌
体
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
家
持
は
『
万
葉
集
』

に
四
五
〇
首
以
上
の
歌
を
残
し
て
い
る
が
、
旋
頭
歌
体
で
詠
ん
だ
も
の
は
こ
の

一
首
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
『
万
葉
集
』
巻
一
六
の
三
八
七
八
・
三

八
七
九
番
歌
に
収
録
さ
れ
る
「
能
登
国
歌
」
と
同
様
の
歌
体
で
あ
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、
家
持
は
現
地
の
歌
に
影
響
を
受
け
て
旋
頭
歌
体
で
四
〇
二
六

番
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
家
持
の
越
中
巡
行
歌
は
、
出
挙
の
た
め
の
巡
行
と
明

記
し
て
お
き
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
越
中
国
百
姓
の
習
俗
や
産
業
に
も
目
を
向

け
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、「
葦
附
」
の
自
注
か
ら
す
れ
ば
、
収
集
し
た
情
報
を

中
央
官
人
層
に
向
け
た
記
録
と
し
て
残
す
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
、
家
持
の
意
識
の
中
で
は
必
然
性
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

国
守
巡
行
条
は
、
唐
令
を
継
受
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
唐
令
の
背
景
に
は

『
礼
記
』「
王
制
」
に
基
づ
く
思
想
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。

史
料
8
『
礼
記
』
王
制

諸
侯
之
於
二

天
子
一

也
、
比
年
一
小
聘
、
三
年
一
大
聘
、
五
年
一
朝
。
天
子

五
年
一
巡
守
。
歳
二
月
東
巡
守
、
至
二

于
岱
宗
一

、
柴
而
望
二

祀
山
川
一

、
覲

二

諸
侯
一

、
問
二

百
年
者
一

、
就
見
レ

之
。
命
二

大
師
一

陳
レ

詩
、
以
観
二

民
風
一

、

命
レ

市
納
レ

買
、
以
観
三

民
之
所
二

好
悪
一

。
志
淫
好
辟
。
命
二

典
礼
一

考
二

時
月

一

定
レ

日
、
同
二

律
・
礼
・
楽
・
制
度
・
衣
服
一

正
レ

之
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
子
は
五
年
に
一
度
巡
守
し
、
百
年
の
者
の
安
否
を
問
い
、

楽
人
の
長
に
命
じ
て
詩
を
述
べ
さ
せ
、そ
れ
に
よ
っ
て
「
民
風
」
を
観
る
と
あ
る
。

『
礼
記
』
は
、
日
本
の
学
令
に
も
規
定
さ
れ
た
経
の
一
つ
で
あ
り
、
漢
籍
に
も

造
詣
の
深
い
家
持
が
、
越
中
巡
行
の
内
容
を
わ
ざ
わ
ざ
歌
に
し
て
残
し
た
こ
と

は
、
こ
れ
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（2
（

。

こ
れ
ら
の
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
家
持
が
越
中
巡
行
に
際
し
て
越
中
国
の
習
俗

や
産
業
を
観
察
し
、
歌
に
詠
ん
だ
こ
と
は
、
律
令
国
家
が
求
め
た
「
観
風
俗
」

を
体
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
歌
の
中
で
も
越
中
国
の

習
俗
と
産
業
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
古
代
社
会
に
お
け

る
習
俗
と
産
業
の
密
接
な
関
係
を
よ
く
表
し
て
い
よ
う
。

さ
ら
に
、
左
注
に
出
挙
の
た
め
の
巡
行
と
明
記
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
風

俗
」
の
把
握
に
も
努
め
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
正
税
帳
か
ら
国
司
の
巡
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行
を
検
討
し
た
亀
田
隆
之
氏
は
、
百
姓
の
生
活
状
況
の
視
察
が
行
わ
れ
て
い
な

い
国
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、「
国
司
が
部
内
巡
行
に
さ
い
し
て
農
業
生
産
奨

励
に
大
い
に
力
を
注
ぐ
と
か
、
農
民
の
産
業
に
積
極
的
な
配
慮
を
示
す
と
か
は

む
し
ろ
低
調
で
、
令
の
規
定
さ
え
も
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
」
と
述

べ
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
、
森
田
氏
が
説
く
よ
う
に
、
家
持
の
巡
行
を
踏
ま
え
れ
ば
、

正
税
帳
に
支
出
項
目
と
し
て
記
さ
れ
た
細
目
だ
け
が
部
内
巡
行
の
目
的
だ
っ
た

と
は
い
え
な
い
。
家
持
の
こ
の
巡
行
は
、
左
注
か
ら
推
測
す
れ
ば
正
税
帳
の
支

出
項
目
に
は
出
挙
の
巡
行
と
し
て
記
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、実
際
に
は「
観

風
俗
」
を
も
目
的
に
含
む
複
合
的
な
巡
行
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

二
、
国
司
に
よ
る
「
風
俗
」
把
握
の
実
態

本
節
で
は
、
ま
ず
、
国
司
に
よ
る
「
風
俗
」
の
把
握
が
一
般
的
な
も
の
だ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
検
討
を
通
し
て
、
家
持
に
よ
る
「
風
俗
」

把
握
が
特
殊
な
事
例
で
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、

把
握
し
た
「
風
俗
」
を
元
に
、
国
司
が
百
姓
に
ど
の
よ
う
な
教
導
を
行
い
、
政

策
に
反
映
さ
せ
た
の
か
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
国
司
が
「
風
俗
」
を
把
握
し

た
場
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。

⑴
国
司
に
よ
る
「
風
俗
」
の
把
握

こ
こ
で
は
、
国
司
に
よ
る
「
観
風
俗
」
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
、
国
司
に
よ
る
実
例
や
中
央
政
府
の
認
識
等
か
ら
検
討
す
る
。

ま
ず
、
天
平
年
間
の
正
税
帳
か
ら
は
、
既
に
亀
田
氏
や
高
垣
義
実
氏（

（2
（

に
よ
り

検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
但
馬
国
で
は
「
為
観
風
俗
並
問
佰
姓
消
息
」
と
い

う
項
目
が
立
て
ら
れ
、
守
に
よ
る
巡
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
観
風
俗
」
を
明

記
し
た
巡
行
は
こ
れ
の
み
だ
が
、
但
馬
国
に
お
い
て
「
観
風
俗
」
と
同
列
に
記

載
さ
れ
る
「
問
佰
姓
消
息
」
に
関
わ
る
巡
行
は
、
和
泉
監
（
巡
行
部
内
教
導
佰

姓
）、
周
防
国
（
推
問
消
息
）、
豊
後
国
（
問
佰
姓
消
息
）
に
見
ら
れ
、
駿
河
・

薩
摩
両
国
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
産
業
の
観
察
に
関
わ
る
巡
行
は
、
和
泉

国
、
但
馬
国
、
周
防
国
に
の
み
見
ら
れ
る
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
亀
田
氏
の
い
う
よ
う
に
必
ず
し
も
毎
年
全
て
の
国
で
「
観

風
俗
」
や
「
問
百
姓
消
息
」
等
の
巡
行
が
国
守
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
出
挙
等
別
の
巡
行
に

合
わ
せ
て
「
観
風
俗
」
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
残
る
。
た
だ
し
、
家
持
の
場
合
、

天
平
一
八
年
七
月
の
赴
任
後
、
天
平
一
九
年
の
春
は
病
に
臥
せ
っ
て
お
り
、
家

持
に
よ
る
全
郡
巡
行
は
天
平
二
〇
年
が
初
め
て
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
守
が
一
度
も
巡
行
で
き
な
い
年
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
に
国
守
巡
行
や
「
観
風
俗
」
の
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
次

の
史
料
で
あ
る
。

史
料
9
『
藤
氏
家
伝
』
下
巻
「
武
智
麻
呂
伝（

（2
（

」

（
前
略
）
於
是
、
因
二

按
行
一

、
至
二

坂
田
郡
一

。
寓
二

目
山
川
一

曰
、
吾
欲
下

上
二

伊
福
山
頂
一

瞻
望
上

。
土
人
曰
、
入
二

此
山
一

、
疾
風
雷
雨
、
雲
霧
晦
暝
、
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群
蜂
飛
螫
。
昔
倭
武
皇
子
、
調
二

伏
東
国
麁
悪
鬼
神
一

、
帰
二

到
此
界
一

、
仍

即
登
也
。
登
欲
レ

半
、
為
レ

神
所
レ

害
、
変
為
二

白
鳥
一

、
飛
レ

空
而
去
也
。（
中

略
）
終
日
優
遊
、
徘
徊
瞻
望
、
風
雨
共
静
、
天
気
清
晴
。
此
公
勢
力
之
所

レ

致
也
。（
後
略
）

史
料
10
『
万
葉
集
』
巻
五
・
八
六
八
番
歌
序

憶
良
、
誠
惶
頓
首
、
謹
啓
。

憶
良
聞
、
方
岳
諸
侯
、
都
督
刺
史
、
並
依
二

典
法
一

、
巡
二

行
部
下
一

、
察
二

其
風
俗
一

。
意
内
多
端
、
口
外
難
レ

出
。
謹
以
二

三
首
之
鄙
謌
一

、
欲
レ

写
二

五

蔵
之
欝
結
一

。（
後
略
）

史
料
11
『
万
葉
集
』
巻
五
・
八
一
三
番
歌
序

筑
前
国
怡
土
郡
深
江
村
子
負
原
、
臨
レ

海
丘
上
、
有
二

二
石
一

。（
中
略
）
去

二

深
江
駅
家
一

二
十
許
里
、
近
二

在
路
頭
一

。
公
私
往
来
、
莫
レ

不
二

下
馬
跪
拝

一

。
古
老
相
伝
曰（
後
略
）

史
料
12
加
茂
遺
跡
出
土
木
簡（

（3
（

・「
謹
啓　

丈
部
置
万
呂　
　

献
上
人
給
雑
魚
十
五
隻　
　

无
礼
状
具
注
以
解

□
□

□
〔
佰

□姓ヵ
〕消
息
後
日
参
向
而
語
奉　
　
　
　
　
　
　

」

・「『
勘
了
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
十
日　

潟
島
造
口
主
」

480

×33

×5

史
料
13
『
菅
家
文
草
』
二
二
一
「
路
遇
白
頭
翁（

（3
（

」

（
前
略
）

白
頭
抛
杖
拝
馬
前　
　

白
頭
杖
を
抛
ち
て
馬
前
に
拝
す

慇
懃
請
曰
叙
因
縁　
　

慇
懃
に
請
け
て
曰
く　

因
縁
を
叙
べ
な
む

貞
観
末
年
元
慶
始　
　

貞
観
の
末
年　

元
慶
の
始
め

政
無
慈
愛
法
多
偏　
　

政
に
慈
愛
無
く
法
に
偏
り
多
し

（
中
略
）　　
　
　
　
（
中
略
）

適
逢
明
府
安
為
氏　
　

た
ま
た
ま
明
府
に
逢
ひ
に
た
り　

安
を
氏
と
な
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

　

今
之
野
州
別
駕　
　
　

今
の
野
州
別
駕
な
り
。

奔
波
昼
夜
巡
郷
里　
　

昼
夜
に
奔
波
し
て　

郷
里
を
巡
る

（
後
略
）　　
　
　
　
（
後
略
）

史
料
14
『
菅
家
文
草
』
二
一
九
「
行
春
詩（

（3
（

」

（
前
略
）　　
　
　
　
（
前
略
）

事
々
当
資
仁
義
下　
　

事
事　

当
に
仁
義
の
下
る
を
資
く
べ
し

行
々
且
祷
稲
粱
登　
　

行
行　

且
に
稲
粱
の
登
る
を
祷
ら
ん
と
す

霊
祠
怪
語
年
高
祝　
　

霊
祠
の
怪
語
は
年
高
の
祝

古
寺
玄
談
臈
老
僧　
　

古
寺
に
の
玄
談
は
臈
老
の
僧

過
雨
経
営
修
府
庫　
　

雨
を
過
し　

経
営
し
て
府
庫
を
修
め

臨
煙
刻
鏤
弁
溝
塍　
　

煙
に
臨
み　

刻
鏤
し
て
溝
塍
を
弁
ず

遍
開
草
褥
冤
囚
録　
　

遍
く
草
褥
を
開
き
て　

冤
囚
録
し

軽
挙
蒲
鞭
宿
悪
懲　
　

軽
く
蒲
鞭
を
挙
げ
て　

宿
悪
懲
ら
す
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尊
長
思
教
卑
幼
順　
　

尊
長
は
卑
幼
を
し
て
順
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
思
ひ

単
貧
恐
被
富
強
凌　
　

単
貧
は
富
強
に
凌
が
れ
ん
こ
と
を
恐
る

安
存
耄
邁
飡
非
肉　
　

安
存
す　

耄
邁
の
飡
ふ
こ
と
肉
に
非
ざ
る
を

賑
恤
孤
惸
餓
曲
肱　
　

賑
恤
す　

孤
惸
の
餓
ゑ
て
肱
を
曲
る
を

繿
縷
家
門
留
問
主　
　

繿
縷
の
家
門
に
留
ま
り
て
主
に
問
ひ

耦
耕
田
畔
立
尋
朋　
　

耦
耕
の
田
畔
に
立
ち
て
朋
を
尋
ぬ

（
後
略
）　　
　
　
　
（
後
略
）

史
料
9
は
、
鈴
木
景
二
氏
が
指
摘
し
た
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近

江
守
と
し
て
赴
任
し
た
藤
原
武
智
麻
呂
は
、
伊
吹
山
に
登
り
瞻
望
し
た
い
と
主

張
し
、
危
険
を
理
由
に
拒
否
す
る
地
元
民
と
の
問
答
の
末
、
登
山
を
果
た
し
国

見
を
し
た
と
い
う
。
鈴
木
氏
は
、
武
智
麻
呂
伝
の
史
料
的
性
格
か
ら
そ
の
ま
ま

に
は
受
け
取
れ
な
い
が
、
国
守
が
巡
覧
時
に
山
や
丘
か
ら
地
域
を
見
渡
す
行
事

の
存
在
は
認
め
て
良
い
と
す
る（

（3
（

。
習
俗
や
産
業
と
い
っ
た
意
味
で
の
「
風
俗
」

の
把
握
と
は
性
格
が
異
な
る
が
、
国
守
巡
行
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
史
料
と
評
価
で
き
る
。

史
料
10
は
、
筑
前
守
で
あ
っ
た
山
上
憶
良
の
歌
に
付
さ
れ
た
序
で
あ
り
、
天

平
二
年
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
憶
良
が
「
観
風
俗
」
を
行
っ
た
際
の
歌
で
は

な
い
が
、「
観
風
俗
」
が
「
典
法
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
憶

良
自
身
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
史
料
11
は
『
万
葉
集
』
巻

五
・
八
一
三
番
歌
の
序
で
あ
り
、
筑
前
国
怡
土
郡
深
江
村
の
子
負
原
に
つ
い
て

の
伝
承
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
駅
家
を
起
点
と
し
て
地
点
表
示
を
し
て
い
る
こ

と
、
公
の
往
来
に
際
し
て
も
下
馬
の
上
跪
拝
す
る
と
記
さ
れ
る
こ
と
、「
古
老
」

に
よ
る
伝
承
を
伝
え
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
も
国
守
ら
に
よ
る
巡
行
の
際

に
収
集
さ
れ
た
情
報
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
古
老
」
へ
の
聞
き
取
り
は
、

第
四
節
で
後
述
す
る
よ
う
に
「
観
風
俗
」
と
密
接
な
行
為
で
あ
っ
た
。

史
料
12
は
、
石
川
県
津
幡
町
に
あ
る
加
茂
遺
跡
の
北
陸
道
西
側
溝
か
ら
出
土

し
た
木
簡
で
あ
り
、
溝
の
存
続
期
間
か
ら
九
世
紀
前
半
か
ら
末
に
廃
棄
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
加
茂
遺
跡
は
、
古
代
北
陸
道
沿
い
に
位
置
す
る
遺

跡
で
、
国
府
や
郡
家
の
出
先
機
関
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
木

簡
の
「
□
〔
佰

□姓
ヵ
〕消

息
後
日
参
向
而
語
奉
」
に
つ
い
て
、
森
田
氏
は
国
司
巡
行
と

の
関
連
を
説
い
て
お
り
、
さ
ら
に
「
献
上
人
給
雑
魚
十
五
隻
」
の
記
述
が
巡
行

に
伴
う
宴
で
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る（

（3
（

。
九
世
紀
に
お
け
る

百
姓
の
消
息
把
握
の
一
事
例
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
森
田
氏
の
指
摘
に
よ
り
、

国
司
は
巡
行
先
の
産
物
を
食
す
と
い
う
形
で
も
「
風
俗
」
を
把
握
す
る
機
会
を

得
て
い
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。

史
料
13
・
14
は
、
有
富
純
也
氏（

（3
（

も
指
摘
し
た
『
菅
家
文
草
』
に
見
え
る
漢
詩

で
あ
り
、
と
も
に
菅
原
道
真
が
讃
岐
国
に
赴
任
（
仁
和
二
～
寛
平
二
／
八
八
六

～
八
九
〇
）
し
た
際
の
詩
で
あ
る
。
史
料
13
は
、
道
真
が
路
で
九
八
才
を
自
称

す
る
白
髪
頭
の
老
人
に
出
会
い
、
そ
の
老
人
の
健
康
ぶ
り
を
見
て
道
真
が
質
問

し
、
老
人
が
答
え
る
と
い
う
問
答
形
式
の
詩
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道
真
は
老
人

か
ら
「
安
為
氏
」
つ
ま
り
、
か
つ
て
の
讃
岐
介
で
あ
る
安
倍
興
行（

（3
（

の
善
政
に
つ

い
て
の
話
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
有
富
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
興
行
に
つ
い
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て
は
「
巡
郷
里
」
と
あ
り
、
巡
行
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ

の
詩
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
事
実
な
ら
、
道
真
自
身
も
路
で
老
人
に
過
去
の
国
内

に
お
け
る
善
政
に
つ
い
て
聴
取
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
興
行
と
道
真

と
い
う
二
人
の
国
守
に
よ
る
巡
行
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る（

（3
（

。

史
料
14
は
、
三
木
雅
博
・
谷
口
真
起
子
両
氏
に
よ
っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、

道
真
が
仁
和
四
年
に
「
観
風
俗
」
に
関
わ
る
国
内
巡
行
を
行
な
っ
た
際
の
こ

と
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
仁
義
の
下
る
を
た
す
け
、

稲
粱
の
豊
穣
を
祈
る
と
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
儒
教
的
な
徳
を
広
め
、
農
功
を

勧
務
さ
せ
る
と
い
う
、
国
守
巡
行
条
の
理
念
に
適
合
的
で
あ
る
。
ま
た
、
祠
で

怪
語
す
る
祝
や
寺
で
玄
談
す
る
僧
を
訪
ね
て
い
る
様
子
は
、
先
の
「
古
老
」
へ

の
聞
き
取
り
に
通
じ
る
も
の
を
う
か
が
わ
せ
る
。「
賑
恤
」
の
部
分
も
戸
令
32

鰥
寡
条
に
通
じ
る
こ
と
、「
繿
縷
家
門
留
問
主
（
繿
縷
の
家
門
に
留
ま
り
て
主

あ
る
じ

に
問
ひ
）」
は
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣
服
を
ま
と
っ
た
人
の
い
る
家
の
門
前
に
立
ち

止
ま
り
、
主
人
に
（
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
困
窮
し
て
い
る
の
か
と
）
問
い
か
け

る
」
と
解
釈
で
き
る
と
し
、
国
守
巡
行
条
の
「
観
風
俗
」「
知
百
姓
所
患
苦
」

に
通
じ
る
と
さ
れ
る（

（4
（

。
ま
た
、
出
挙
に
関
わ
る
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
も
の

の
、「
府
庫
」
の
経
営
に
関
わ
っ
て
巡
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
真
の
事
例

は
出
挙
と
「
観
風
俗
」
を
同
時
に
行
っ
た
家
持
の
事
例
と
類
似
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
他
に
「
寒
草
十
首
」
も
百
姓
の
習
俗
や
産
業
を
詠

ん
だ
詩
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
八
世
紀
前
半
の
憶
良
、
八
世
紀
半
ば
の
家
持
だ
け
で

な
く
、
九
世
紀
の
木
簡
、
九
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
の
興
行
や
道
真
の
事

例
か
ら
も
、「
観
風
俗
」
に
関
わ
る
巡
行
が
行
わ
れ
て
い
た
、
ま
た
は
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
次
の
史
料
は
、
九
世
紀
後
半
の
中
央
政
府
が
、
国
司
の
こ
と
を
「
世

俗
」
に
通
じ
て
い
る
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

史
料
15
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
二
月
二
日
条

（
前
略
）
四
年
四
月
下
レ

詔
。
令
下
二
參
議
已
上
一

各
論
二

時
政
之
是
非
一

、

詳
中

世
俗
之
得
失
上

。
右
大
臣
藤
原
朝
臣
良
相
上
表
言
。
伏
惟　

皇
帝
陛
下
、

德
高
二

雲
霓
一

、
明
並
二

日
月
一

。
猶
開
二

広
詢
之
路
一

、
遂
降
二

不
諱
之
綸
一

。

右
大
弁
南
淵
朝
臣
年
名
、
身
為
二

進
士
一

、
職
経
二

内
外
一

。
稍
通
二

治
体
一

、

既
居
二

枢
要
一

。
山
城
守
紀
朝
臣
今
守
、
所
レ

歴
之
州
、
風
声
必
暢
。
論
二

之

良
吏
一

、
自
為
二

先
鳴
一

。
伊
予
守
豊
前
王
、
才
学
早
彰
、
資
歴
淹
久
、
無
二

他
異
跡
一

、
足
レ

謂
二

老
成
一

。
大
宰
大
弐
藤
原
朝
臣
冬
緒
、
声
名
粗
達
、
器

識
漸
優
。
吏
幹
之
称
、
仍
有
レ

可
レ

愛
。
大
和
守
弘
宗
王
、
頗
有
二

治
名
一

、

多
宰
二

州
県
一

。
談
二

諸
経
國
一

、
非
レ

無
二

其
才
一

。
然
則
令
下
二
件
等
人
一

同

上
中

意
見
上

。　

詔
曰
。
可
。（
後
略
）

こ
れ
は
豊
前
王
の
卒
伝
で
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
貞
観
四
年
四
月
の
こ

と
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
参
議
以
上
に
世
俗
の
得
失
を
議
論
す

る
よ
う
詔
が
出
さ
れ
た
が
、
右
大
臣
藤
原
良
相
の
上
表
に
よ
り
、
参
議
以
下
の

者
で
特
に
意
見
を
聞
く
べ
き
者
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
を
み
る
と
、
現
任

の
国
守
や
大
宰
大
弐
ら
地
方
官
を
中
心
に
選
ば
れ
て
い
る
。
例
外
的
に
内
官
で
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あ
る
右
大
弁
南
淵
年
名
も
、
選
任
理
由
と
し
て
「
職
経
二

内
外
一

」
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
事
実
筑
前
守
や
尾
張
守
の
経
験
を
有
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
史
料
か
ら
は
、

九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
な
お
、
国
守
が
特
に
「
世
俗
」
に
通
じ
て
い
る
と
い

う
認
識
が
中
央
政
府
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
国
守
に
よ
る
「
観
風
俗
」
は
、
家
持
だ
け
の
特
例
で
は

な
く
、
八
・
九
世
紀
の
複
数
の
国
守
た
ち
も
行
っ
て
い
た
、
ま
た
は
行
う
べ
き

と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
九
世
紀
後
半
の
中
央
政
府
に
あ
っ
て

も
、
国
守
が
「
世
俗
」
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
国
守
に
よ
る
「
風
俗
」
の
把
握
は
、
八
・
九
世
紀
を
通
じ
て

基
本
的
に
は
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
国
守
が
毎
年
必
ず
「
観
風
俗
」
の
た
め
の
巡
行

を
行
っ
て
い
た
か
は
判
断
が
難
し
く
、
天
平
一
九
年
の
家
持
の
よ
う
に
巡
行
し

て
い
な
い
事
例
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
国
司
が
「
風
俗
」
に
通
じ
て
い
る
べ
き

と
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
後
述
す
る
様
々
な
「
風
俗
」
把
握
の
場
の
問

題
か
ら
も
、
国
司
は
巡
行
だ
け
で
な
く
複
数
の
機
会
に
よ
っ
て
「
風
俗
」
の
把

握
に
努
め
て
い
た
と
い
え
る
。
毎
年
巡
行
が
行
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
と
、

国
司
が
「
風
俗
」
の
把
握
に
努
め
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
分
け
て
考
え
る

必
要
が
あ
ろ
う
。「
観
風
俗
」
は
、
国
守
に
よ
る
「
風
俗
」
の
把
握
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

な
お
、「
観
風
俗
」
の
内
容
を
歌
や
詩
に
詠
む
こ
と
が
、
ど
こ
ま
で
一
般
的

で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
こ
れ
は
家
持
や
道
真
ら
の
よ
う
に
歌
人
や
文
人

と
も
い
え
る
国
守
ら
に
よ
る
特
殊
例
の
可
能
性
も
あ
る
。

⑵
国
司
に
よ
る
教
導
と
百
姓
「
風
俗
」
の
政
策
反
映

こ
こ
で
は
、
国
司
に
よ
る
「
観
風
俗
」
の
結
果
と
し
て
の
教
導
の
事
例
を
検

討
し
、
あ
わ
せ
て
国
司
が
百
姓
「
風
俗
」
を
把
握
し
た
後
、
政
策
に
反
映
さ
せ

て
い
た
事
例
を
確
認
す
る
。

百
姓
の
習
俗
や
産
業
の
乱
れ
を
把
握
し
、
そ
れ
を
正
す
よ
う
対
策
を
講
じ
た

も
の
と
し
て
は
、
殺
牛
祭
神
や
魚
酒
労
働
が
想
起
さ
れ
る
。

史
料
16
『
続
日
本
紀
』
延
暦
一
〇
年
（
七
九
一
）
九
月
甲
戌
条

（
前
略
）
断
三

伊
勢
、
尾
張
、
近
江
、
美
濃
、
若
狭
、
越
前
、
紀
伊
等
国

百
姓
、
殺
レ

牛
用
祭
二

漢
神
一

。

史
料
17
『
類
聚
国
史
』
巻
一
〇
、
延
暦
二
〇
年
四
月
己
亥
条

越
前
国
禁
行
□
加
□
□
□
屠
レ

牛
祭
レ

神
。

史
料
18
『
古
語
拾
遺
』
御
歳
神
段

（
前
略
）一
昔
在
、神
代
大
地
主
神
、営
田
之
日
、以
牛
宍
食
田
人
。（
後
略
）

史
料
19
『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
九
年
四
月
一
六
日
太
政
官
符

太
政
官
符

応
レ

禁
三

断
喫
二

田
夫
魚
酒
一

事

右
被
二

右
大
臣
宣
一

偁
。
奉　
レ

勅
、
凡
制
二

魚
酒
一

之
状
、
頻
年
行
下
已
訖
。

如
聞
、
頃
者
畿
内
国
司
不
レ

遵
二

格
旨
一

、
曽
無
二

禁
制
一

。
因
レ

玆
殷
富
之
人

多
畜
二

魚
酒
一

、
既
楽
二

産
業
之
易
一
レ
就
、
貧
窮
之
輩
僅
弁
二

蔬
食
一

、
還
憂
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二

播
殖
之
難
一
レ
成
。
是
以
貧
富
共
競
竭
二

己
家
資
一

喫
二

彼
田
夫
一

。
百
姓
之

弊
莫
レ

甚
二

於
斯
一

。
於
レ

事
商
量
深
乖
二

道
理
一

。
宜
下

仰
二

所
由
長
官
一

厳
加
二

捉
搦
一

、
専
当
人
等
親
臨
二

郷
邑
一

子
細
検
察
上

。
若
有
二

違
反
一

者
不
レ

論
二

蔭

贖
一

随
レ

犯
決
罰
。
永
為
二

恒
例
一

、
不
レ

得
二

阿
容
一

。

延
暦
九
年
四
月
十
六
日

漁
酒
労
働
の
問
題
点
は
、
史
料
19
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
殷
富
の
人
が

魚
酒
に
よ
り
田
夫
を
集
め
て
農
業
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
、
魚
酒
を
用
意
で

き
な
い
貧
窮
の
輩
は
田
夫
を
集
め
ら
れ
ず
、
播
殖
で
き
ず
に
苦
し
む
こ
と
に
あ

る
。
殺
牛
祭
神
も
史
料
18
の
事
例
か
ら
田
人
に
牛
宍
を
与
え
た
も
の
と
さ
れ
、

魚
酒
労
働
と
同
根
の
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（4
（

。
こ
れ
は
百
姓
の
階
層
分
化
を
進

め
る
社
会
問
題
で
あ
り
、
律
令
国
家
も
こ
の
問
題
を
「
百
姓
之
弊
莫
レ

甚
二

於
斯

一

」
と
捉
え
て
い
る
。

史
料
16
・
17
で
は
、
殺
牛
祭
神
に
つ
い
て
、
伊
勢
・
尾
張
・
近
江
・
美
濃
・

若
挟
・
越
前
・
紀
伊
等
の
国
に
対
し
て
禁
制
が
下
さ
れ
て
い
る
。
各
国
に
お
け

る
殺
牛
祭
神
の
問
題
が
国
司
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
が
、
実

際
に
禁
制
の
対
応
を
求
め
ら
れ
た
の
は
国
司
で
あ
り
、
百
姓
の
習
俗
を
正
す
と

い
う
「
観
風
俗
」
の
令
意
は
、
こ
れ
ら
の
禁
制
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
魚
酒
労
働
で
は
、
畿
内
国
司
が
禁
制
を
加
え
て
い
な
い
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
自
体
は
国
司
に
よ
る
「
風
俗
」
把
握
の
事
例

で
は
な
い
が
、
国
司
が
魚
酒
労
働
を
禁
制
す
べ
き
も
の
と
い
う
認
識
が
中
央
政

府
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
関
わ
っ
て
、
国
司
が
百
姓
の
習
俗
を
正
す
目
的
で
発
令
し
た
禁
制
や

訓
戒
と
し
て
は
、
加
賀
郡
牓
示
札
が
挙
げ
ら
れ
る
。

史
料
20
加
賀
郡
牓
示
札（

（4
（

符
深
見
村
□
郷
駅
長
并
諸
刀
弥
等

応
二

奉
行
一

壱
拾
条
之
事

一
田
夫
朝
以
二

寅
時
一

下
レ

田
夕
以
二

戌
時　
一

還
レ

私
状

一
禁
三

制
田
夫
任
レ

意
喫
二

魚
酒
一

状

一
禁
下

断
不
レ

労
二

作
溝
堰
一

百
姓
上

状

一
以
二

五
月
卅
日
前
一

可
レ

申
二

田
殖
竟
一

状

一
可
レ

捜
下

捉
村
邑
内
竄
宕
為
二

諸
人
一

被
レ

疑
人
上

状

一
可
レ

禁
下

制
无
二

桑
原
一

養
蚕
百
姓
上

状

一
可
レ

禁
下

制
里
邑
之
内
故
喫
二

酔
酒
一

及
戯
逸
百
姓
上

状

一
可
レ

填
〔
慎
ヵ
〕二

勤
農
業
一

状　
□
村
里
長
人
申
百
姓
名

案
内
被
二

国
去
□
〔
正
ヵ
〕月
廿
八
日
符
一

併
〔
偁
ヵ
〕、
勧
二

催
農
業
一

□
〔
有
ヵ
〕

二

法
条
一

。
而
百
姓
等
恣
事
逸
遊
不
二

耕
作
一

、
喫
二

魚
一

殴
乱
為
レ

宗
。
播
殖
過
レ

時
還
称
二

不
熟
一

。
只
非
二

弊
耳
一

、
復
致
二

飢
饉
之
苦
一

。
此
郡
司
等
不
治

之
□
〔
期
ヵ
〕而
、
豈
可
レ

◯
然
哉
。
郡
宜
下

承
知
並
口
示

事
早
令
上
二
勤
作
一

。
若
不
レ

遵
二

符
旨
一

称
二

倦
懈

由
一

加
二

勘
決
一

者
。
謹
依
二

符
旨
一

仰
二

下
田
領
等
一

。
宜
下

毎
村
屡
廻
愉〔諭
ヵ
〕、

有
二

懈
怠
一

者
移
レ

身
進
上
レ
郡
。
符
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国
道
之
裔
縻
羈
進
レ

之
、
牓
二

示
路
頭
一

、
厳
加
レ

禁
。

領
刀
弥
有
二

怨
憎
隠
容
一

、
以
二

其
人
一

為
レ

罪
。
背
不

有
〔
宥
ヵ
〕。

符
到
奉
行
。

大
領
錦
村
主　
　
　
　
　

主
政
八
戸
史

擬
大
領
錦
部
連
真
手
麿　

擬
主
帳
甲
臣

少
領
道
公　

夏
□
□　
　

副
擬
主
帳
宇
治

□
〔
擬
ヵ
〕

少
領
勘
了

　
　
　
　
　
　
　

 

嘉
祥
□
〔
二
ヵ
〕年
□
〔
二
ヵ
〕月〔
十
二
ヵ
〕日

　
　
　
　
　
　
　
　

□
〔
二
ヵ
〕月

十
五
日
請
田
領
丈
部
浪
麿

（233

）×613

×17

加
賀
郡
牓
示
札
は
、
先
掲
の
史
料
12
同
様
、
石
川
県
津
幡
町
の
加
茂
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
木
簡
で
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
に
加
賀
国
司
が
加
賀
郡
司
に
一

〇
箇
条
の
命
令
を
下
し
、
郡
司
が
そ
の
内
の
八
箇
条
を
郡
符
に
し
た
た
め
、「
深

見
村
□
郷
駅
長
并
諸
刀
弥
等
」
に
差
し
出
し
た
文
書
が
木
に
書
き
写
さ
れ
、
掲

示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
木
簡
は
、
北
陸
道
沿
い
の
溝
か
ら
出
土
し

た
こ
と
等
か
ら
、
北
陸
道
沿
い
に
掲
示
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
田
領
ら
が
口
頭
で
読

み
上
げ
て
百
姓
に
八
箇
条
の
命
令
を
伝
達
し
て
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。

本
木
簡
は
、
上
端
の
欠
損
に
よ
り
、
一
・
一
一
・
一
三
〜
二
一
行
目
に
か
け

て
各
一
文
字
分
の
欠
損
が
想
定
さ
れ
、
文
字
の
復
元
案
も
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

予
断
を
避
け
る
た
め
、
こ
こ
で
は
欠
損
文
字
を
復
元
し
て
い
な
い
釈
文
を
引
用

し
た（

（4
（

。
句
読
点
及
び
返
り
点
は
筆
者
に
よ
る
。
本
木
簡
に
書
か
れ
る
八
箇
条
は
、

農
業
に
従
事
す
る
時
間
を
定
め
た
も
の
、
魚
酒
の
禁
制
、
溝
堰
の
労
作
に
関
与

し
な
い
こ
と
の
禁
断
、
田
植
え
の
期
限
、
浮
浪
人
の
捜
捉
、
桑
原
無
く
し
て
養

蚕
す
る
こ
と
の
禁
断
、
酒
に
酔
っ
て
戯
逸
す
る
こ
と
の
禁
断
、
農
業
の
奨
励
で

あ
る
。
百
姓
の
習
俗
・
生
活
の
乱
れ
を
正
し
、
農
業
奨
励
を
す
る
こ
と
で
国
内

支
配
を
安
定
さ
せ
、
生
産
物
の
確
保
を
目
指
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
農
作
業
の
時
間
や
田
植
え
の
期
限
等
の
基
本
的
事
項
が
あ
る
こ
と
、

八
世
紀
末
に
問
題
と
さ
れ
た
魚
酒
に
対
す
る
禁
制
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
こ
れ
は
あ
る
程
度
定
型
化
さ
れ
た
命
令
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
何
ら
か

の
機
会
に
国
司
が
繰
り
返
し
国
内
の
主
要
な
拠
点
に
発
す
る
命
令
で
あ
る
な
ら

ば
、
本
木
簡
は
百
姓
の
習
俗
を
正
す
「
観
風
俗
」
と
合
目
的
的
で
あ
り
、
習
俗

の
把
握
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
正
す
意
味
で
の
「
観
風
俗
」
の
一
形
態
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
八
世
紀
末
・
九
世
紀
半
ば
の
事
例
か
ら
、
百
姓
生
活
の
現
状
を
把
握

し
、
あ
る
べ
き
方
向
へ
と
教
導
す
る
こ
と
は
、
国
司
の
責
務
と
し
て
あ
る
程
度

行
わ
れ
続
け
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

次
に
、
国
司
が
把
握
し
た
「
風
俗
」、
す
な
わ
ち
百
姓
の
習
俗
や
産
業
を
政

策
に
反
映
さ
せ
た
事
例
を
確
認
し
て
お
く
。
在
地
の
「
風
俗
」
を
知
る
こ
と
が

最
も
顕
著
に
政
策
展
開
さ
れ
た
事
例
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
命
じ
ら
れ

た
風
土
記
の
撰
進
で
あ
る
。
風
土
記
撰
進
に
際
し
て
は
、「
其
郡
内
所
レ

生
、
銀

銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
、
具
録
二

色
目
一

、
及
土
地
沃
塉
、
山
川
原
野
名
号

所
由
、
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
、
載
二

于
史
籍
一

亦
宜
二

言
上
一

」
と
あ
り
、
そ
の
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土
地
の
産
出
物
、
地
形
、
山
川
原
野
の
名
、
古
老
の
伝
承
を
載
せ
る
こ
と
が
命

じ
ら
れ
て
い
る
。
風
土
記
撰
進
は
、「
観
風
俗
」
に
近
し
い
理
念
に
基
づ
い
た

政
策
で
あ
ろ
う
。
こ
の
風
土
記
編
纂
過
程
で
把
握
さ
れ
た
各
地
の
産
業
情
報
は
、

中
男
作
物
等
の
税
目
の
新
設
や
贄
の
整
備
等
に
役
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（4
（

。

こ
の
よ
う
に
土
地
の
産
業
の
把
握
を
貢
納
物
の
設
定
や
変
更
と
し
て
結
実
さ

せ
る
こ
と
は
、
風
土
記
撰
進
の
後
に
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

史
料
21
『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
二
四
年
一
二
月
七
日
太
政
官
奏

太
政
官
謹
奏

備
後
国
神
石
、
奴
可
、
三
上
、
恵
蘇
、
甲
努
、
世
羅
、
三
渓
、
三
次
等

八
郡
調
絲
相
二

換
鍬
鉄
一

事

右
件
国
、
百
姓
彫
弊
、
積
有
二

歳
年
一

。
雖
レ

加
二

存
済
一

、
猶
未
レ

復
レ

旧
。

而
前
件
八
郡
僻
居
二

山
間
一

、
土
宜
レ

採
レ

鉄
不
レ

便
レ

養
レ

蚕
。
所
レ

輸
絹
絲
営

求
多
苦
。
因
レ

玆
承
前
国
司
屡
請
下

停
二

絹
絲
一

令
上
レ
輸
レ

鉄
。
伏
望
、
永
停

二

絹
絲
一

令
レ

輸
二

鍬
鉄
一

。
謹
以
申
聞
謹
奏
者
。
奉
レ

勅
、
依
レ

奏
。

延
暦
廿
四
年
十
二
月
七
日

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
備
後
国
の
八
郡
で
は
、
そ
れ
ま
で
絹
絲
を
調
と
し
て
輸
し

て
い
た
が
、
養
蚕
に
適
さ
ず
製
鉄
に
適
し
た
土
地
柄
で
あ
っ
た
た
め
、
し
ば
し

ば
国
司
か
ら
絹
絲
で
な
く
鍬
鉄
を
輸
す
こ
と
に
し
た
い
と
要
請
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
時
に
至
っ
て
許
可
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
土
地

の
産
業
に
適
さ
な
い
品
目
が
調
と
し
て
課
さ
れ
て
い
た
の
を
、
国
司
の
要
請
に

よ
り
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
備
前
国
で
は
、
そ
れ
ま
で
鍬

鉄
を
輸
し
て
い
た
が
、
も
と
よ
り
鍬
鉄
の
無
い
地
域
で
あ
り
、
交
易
に
よ
り
鉄

を
得
て
調
と
し
て
輸
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
延
暦
一
五
年
に
調
を
絹
絲
に
変
更

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
国
司
に
よ
る
「
風
俗
」
把
握
は
、
風
土
記
撰
進

後
も
調
の
品
目
変
更
等
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑶
「
観
風
俗
」
の
場

国
司
に
よ
る
右
の
よ
う
な
「
風
俗
」
把
握
が
行
わ
れ
た
場
は
、
複
数
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
主
な
場
は
国
守
巡
行
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

以
外
に
も
直
接
・
間
接
に
百
姓
の
「
風
俗
」
を
把
握
す
る
場
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
司
に
よ
る
「
風
俗
」
把
握
の
場
と
し
て
、
巡
行
、
告
朔
、

正
月
の
宴
会
を
挙
げ
て
お
く
。

国
守
巡
行
に
お
け
る
「
観
風
俗
」
の
場
に
つ
い
て
は
、
市
大
樹
氏
が
指
摘
し

た
巡
察
使
の
意
見
収
集
方
法
と
同
様
と
思
わ
れ
る（

（4
（

。
市
氏
は
、
巡
察
使
の
意
見

収
集
方
法
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、『
延
喜
式
』
に
見
え
る
弾
正
台
の
京
内

巡
察
を
挙
げ
る
。

史
料
22
『
延
喜
式
』
弾
正
式

凡
喚
二

左
右
京
職
一

云
、
将
レ

遣
下

忠
以
下
検
中

京
中
非
違
道
橋
及
諸
寺
上

。
宜

下

厳
仰
二

条
令
一

、
預
定
二

便
処
一

会
中

集
男
女
上

。（
中
略
）
即
忠
以
下
到
二

彼

会
所
一

問
云
、
有
下

京
職
官
人
及
坊
令
等
、
寃
二

枉
百
姓
一

、
凌
中

侮
長
幼
上

耶
。

又
有
二

孝
子
順
孫
義
夫
節
婦
一

以
不
。
又
有
三

悪
女
擾
二

乱
閭
巷
一

以
不
。（
後
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略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
弾
正
台
が
京
中
を
巡
察
す
る
際
、
条
令
に
告
げ
て
男
女
を

適
当
な
場
所
に
会
集
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
巡
察
使
の
意
見
収
集
も
こ

れ
に
類
似
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

国
司
に
よ
る
巡
行
も
、
基
本
的
に
は
巡
察
使
と
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

恐
ら
く
は
各
郡
内
の
複
数
の
拠
点
ご
と
に
百
姓
を
集
め
、
そ
こ
で
「
観
風
俗
」

等
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
家
持
が
雄
神
川
で
水
草
を
採
る
少
女

を
詠
み
、
道
真
が
路
で
老
人
に
話
を
聞
い
た
よ
う
に
、
道
々
で
の
情
報
収
集
も

逐
次
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
間
接
接
触
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
告
朔
の
場
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

告
朔
は
、
毎
月
一
日
に
行
わ
れ
る
行
政
報
告
で
あ
る
。
森
公
章
氏
は
、
告
朔
が

八
世
紀
の
国
府
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
伊
勢
国
計
会
帳
や
新
潟
県
の
八

幡
林
遺
跡
出
土
「
朔
告
」
木
簡
か
ら
指
摘
す
る（

（4
（

。
告
朔
に
一
般
百
姓
は
出
席
し

な
い
が
、『
万
葉
集
』
に
見
え
る
事
例
か
ら
、
告
朔
の
際
に
は
国
司
と
郡
司
ら

に
よ
る
密
接
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

史
料
23
『
万
葉
集
』
巻
一
八
・
四
〇
六
六
番
歌
題
詞
、
四
〇
六
七
・
四
〇
六

九
番
歌
左
注

四
月
一
日
、掾
久
米
朝
臣
広
縄
之
館
宴
歌
四
首　
（
四
〇
六
六
番
歌
題
詞
）

右
一
首
、遊
行
女
婦
土
師
作
之　
　
　
　
　
　
　
（
四
〇
六
七
番
歌
左
注
）

右
一
首
、羽
咋
郡
擬
主
帳
能
登
臣
乙
美
作　
　
　
（
四
〇
六
九
番
歌
左
注
）

家
持
が
越
中
巡
行
を
行
っ
た
直
後
の
天
平
二
〇
年
四
月
一
日
、
家
持
た
ち
国

司
は
、
掾
で
あ
る
久
米
広
縄
の
館
で
宴
を
し
て
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
、
こ

れ
ら
の
題
詞
・
左
注
や
歌
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
場
は
、
翌
日
に
迫
っ
た

立
夏
に
鳴
く
鳥
と
さ
れ
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
待
つ
宴
だ
っ
た
よ
う
で
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
を
待
ち
望
む
歌
が
四
首
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
四
首
目
（
四
〇
六
九
番
歌
）
の
歌
の
作
者
が
羽

咋
郡
の
擬
主
帳
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
越
中
国
府
の
所
在
郡
は
射
水
郡
で
あ
り
、

羽
咋
郡
で
は
な
い
た
め
、
羽
咋
郡
司
が
こ
の
場
に
い
る
こ
と
は
何
ら
か
の
公
務

に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
森
氏
も
指
摘
し
て
い

る
通
り（

（4
（

、
筆
者
も
告
朔
後
の
宴
の
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
確
証
は
な

い
も
の
の
、
定
例
通
り
で
あ
れ
ば
告
朔
が
開
か
れ
た
で
あ
ろ
う
四
月
一
日
に
、

国
府
所
在
郡
で
は
な
い
郡
の
郡
司
が
在
府
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

考
え
る
。

右
の
推
測
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
告
朔
は
行
政
報
告
の
場
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
の
後
に
国
司
と
郡
司
、
ま
た
在
地
の
人
と
思
わ
れ
る
遊
行
女
婦
（
四

〇
六
七
番
歌
）
ま
で
も
が
参
加
す
る
宴
が
開
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
し
か
も
そ

こ
で
は
互
い
に
歌
を
詠
み
合
う
と
い
う
文
化
的
交
流
も
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
毎
月
の
告
朔
後
に
必
ず
宴
が
開
か
れ
た
と
は
考
え
難
い
が
、
時
折
こ
う

し
た
交
流
の
場
は
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
通
常
の
行
政
報
告
だ
け
で
な

く
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
交
流
の
場
も
国
内
の
実
情
把
握
に
役
立
っ
た
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
郡
司
や
遊
行
女
婦
と
い
う
在
地
の
人
々
の
歌
を
知
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
詩
を
通
じ
た
「
民
風
」
の
把
握
を
説
く
『
礼
記
』
の
理
念
に
通
じ
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る
も
の
と
い
え
よ
う
。

も
う
一
つ
は
、
道
真
の
事
例
か
ら
、
元
日
の
宴
に
お
け
る
国
司
と
百
姓
と
の

交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

史
料
24
『
菅
家
文
草
』
二
一
四
「
旅
亭
歳
日
、
招
レ

客
同
飲

（
（5
（

」

招
客
江
村
歳
酒
盃　
　

客
を
招
く　

江
村
歳
酒
の
盃

主
人
多
被
旅
情
催　
　

主
人
は
旅
情
に
催
さ
る
る
こ
と
ぞ
多
き

家
児
浅
酌
争
先
勧　
　

家
児　

浅
く
酌
み
て
争
ひ
て
先
に
勧
む

郷
老
多
巡
罰
後
来　
　

郷
老　

巡
す
こ
と
多
く
し
て
後
れ
来
れ
る
を
罰
す

（
後
略
）　　
　
　
　
（
後
略
）

こ
の
詩
は
、
道
真
が
讃
岐
守
で
あ
っ
た
仁
和
三
年
正
月
元
日
に
「
郷
老
」
を

招
い
て
宴
を
催
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
国
守
が
国
司
下
僚
や
郡
司
か
ら
元
日

朝
賀
を
受
け
た
後
に
宴
を
開
く
こ
と
は
、
儀
制
令
18
元
日
国
司
条
に
お
い
て

も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
郷
老
」
を
村
の
老
人
と
解
釈
す
る
と
異
例
で
あ
り
、

こ
れ
も
国
司
が
百
姓
と
関
係
を
持
っ
た
場
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、

「
郷
老
」
と
い
う
表
現
が
、
厳
密
に
村
の
老
人
た
ち
で
あ
る
か
は
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
郡
司
や
国
郡
の
雑
任
、
あ
る
い
は
そ
の
階
層
の
人
々
の
こ
と
を
こ
の

よ
う
に
表
現
し
た
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ

れ
が
実
際
に
村
の
老
人
た
ち
だ
っ
た
と
し
て
も
、
国
司
と
百
姓
が
交
流
す
る
正

月
の
宴
が
全
て
の
国
司
に
よ
っ
て
毎
年
催
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
難
い
。
本
事

例
は
、
参
考
程
度
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

以
上
、国
司
に
よ
る
「
風
俗
」
把
握
の
場
と
し
て
三
つ
の
事
例
を
見
て
き
た
が
、

百
姓
の
「
風
俗
」
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
、
ま
た
、
郡
司
や
百
姓
と
ど
れ

ほ
ど
関
わ
り
を
持
つ
か
は
、
国
司
個
人
に
よ
る
差
異
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
国
司
は
巡
行
以
外
で
も
直
接
・
間
接
に
国
内
の
情
報
や
百
姓
の
「
風
俗
」

を
把
握
す
る
機
会
を
得
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
律
令
国
家
の
支
配
理
念
に
お
け
る
「
風
俗
」

八
・
九
世
紀
を
通
じ
て
国
司
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ま
た
は
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
「
風
俗
」
の
把
握
は
、
国
司
だ
け
で
な
く
巡
察
使

に
よ
る
把
握
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
単
な
る
任
国
運
営
の
課
題
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
国
家
と
し
て
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
律
令
国
家
に
お
け
る
「
風
俗
」
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ

け
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、主
に
六
国
史
か
ら
考
察
を
加
え
る
。そ
の
際
、「
風

俗
」
の
語
だ
け
で
な
く
「
俗
」
の
語
に
も
注
目
し
て
取
り
上
げ
る
。「
風
」
が

教
化
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
習
俗
等
を
知
る
こ
と
は
「
俗
」
を
知
る
こ
と
と

も
考
え
ら
れ
、
ま
た
、「
風
俗
」
と
熟
さ
ず
に
「
風
」
と
「
俗
」
に
分
か
れ
て

論
じ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、第
二
節
で
検
討
し
た「
風
俗
」

の
語
義
で
あ
る
百
姓
の
習
俗
（
を
正
す
こ
と
）
や
産
業
、
官
人
の
政
務
や
風
紀
、

歌
舞
等
に
関
わ
る
事
柄
ご
と
に
分
け
て
検
討
を
加
え
る
。

史
料
25
『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
三
月
己
巳
条

（
前
略
）
又
謹
検
二

和
銅
四
年
十
一
月
廿
二
日　

勅
一

、
出
二

挙
私
稲
一

者
、
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自
レ

今
以
後
、
不
レ

得
レ

過
二

半
倍
一

者
。
比
来
出
挙
多
不
レ

依
レ

法
。
若
臨
レ

時

徴
索
、
無
二

稲
可
一
レ
償
者
、
令
二

其
子
姪
、
易
レ

名
重
挙
一

。
依
二

此
奸
計
一

、

取
レ

利
過
レ

本
、
積
習
成
レ

俗
。
深
非
二

道
理
一

。
望
請
。
其
稲
雖
レ

経
二

多
年
一

、

仍
不
レ

過
二

半
倍
一

。（
中
略
）
奏
可
之
。

史
料
26
『
類
聚
国
史
』
巻
八
三
、
正
税
、
延
暦
一
四
年
閏
七
月
乙
未
朔
条

（
前
略
）
思
レ

俾
下

菽
粟
之
積
等
二

於
京
坻
一

、
礼
譲
之
風
興
中

於
萌
俗
上

。
而

四
海
之
内
未
レ

洽
二

雍
凞
一

、
百
姓
之
間
致
レ

有
二

罄
乏
一

。
如
今
諸
国
出
二

挙

正
税
一

例
収
二

半
倍
息
利
一

、
貧
窮
之
民
不
レ

堪
二

備
償
一

、
多
破
二

家
産
一

、
或

不
二

自
存
一

。
興
二

言
於
此
一

、
深
以
閔
焉
。
古
人
有
レ

言
、
百
姓
足
、
君
孰

与
不
レ

足
。
且
其
論
二

定
公
廨
及
雑
色
等
稲
出
挙
息
利
一

、
始
レ

自
二

今
年
一

、

一
従
二

省
減
一

。
仍
率
二

十
束
一

、
収
二

利
三
束
一

。
庶
阜
レ

財
利
レ

用
、
済
二

生

民
於
頽
弊
一

。（
後
略
）

史
料
27
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
（
八
三
九
）
一
〇
月
丙
辰
条

制
。
大
小
両
麦
、
耕
種
労
少
、
而
夏
月
早
熟
、
支
レ

急
力
多
。
若
不
レ

刈
二

青
苗
一

、
令
二

其
成
熟
一

、
貧
賎
之
民
、
将
二

以
療
一
レ
飢
。
屢
下
二

禁
制
一

、

不
レ

聴
レ

為
レ

蒭
。
而
頃
年
奢
侈
之
俗
、
収
二

青
苗
一

以
飼
レ

馬
。
庶
民
之
愚
利

レ

得
レ

直
以
暫
用
。
積
習
至
レ

今
、
不
レ

畏
二

憲
法
一

。
宜
レ

令
下
二
左
右
京
、
五

畿
内
諸
国
一

。
不
上
レ
得
二

更
然
一

。
其
百
姓
不
二

改
悛
一

、
及
所
二

容
隠
一

、
准

二

大
同
三
年
格
一

。
随
レ

状
科
処
。

史
料
28
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
三
月
十
五
日
辛
亥
条

勅
頒
二

告
五
畿
内
国
一

曰
、
校
班
之
政
、
盈
紀
為
レ

期
。
而
自
二

去
天
長
五
年

一

以
來
、
五
十
箇
年
不
レ

行
二

此
事
一

。
遂
使
下
二
無
身
之
輩
一

尚
領
二

田
疇
一

、

見
役
之
人
曽
無
中

潤
益
上

。
姧
濫
為
レ

之
不
レ

断
、
公
私
所
以
多
レ

妨
。
静
言
二

其
由
一

、
最
乖
二

政
理
一

。
事
須
下

因
二

循
前
規
一

、
遣
中
レ
使
考
覈
上

。
然
而
王

畿
屡
空
、
民
俗
凋
弊
。
思
二

其
如
一
レ
此
、
更
以
停
留
。
夫
因
レ

時
設
レ

方
、

雖
レ

有
二

成
式
一

、
反
レ

経
合
レ

道
、
亦
存
二

旧
章
一

。（
後
略
）

史
料
25
～
28
は
、
百
姓
の
習
俗
や
産
業
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
史
料
25
は
、

私
出
挙
の
利
率
が
五
割
を
過
ぎ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
返

済
が
滞
っ
た
際
に
子
や
甥
の
名
で
出
挙
さ
せ
る
た
め
に
、
実
質
的
に
利
息
が
元

本
よ
り
も
多
く
な
る
と
い
う
「
奸
計
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
「
積
習
成
レ

俗
」

し
て
い
た
た
め
、
多
年
を
経
過
し
て
も
五
割
以
上
の
利
息
を
取
る
こ
と
を
禁
じ

た
も
の
で
あ
る
。

史
料
26
は
、
食
料
が
行
き
わ
た
っ
て
初
め
て
礼
儀
正
し
く
譲
り
合
う
心
が
萌

俗
（
＝
民
俗
）
に
行
き
わ
た
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
未
だ
に
そ
れ
が
実
現
せ
ず
、

百
姓
か
ら
は
困
窮
す
る
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
正
税
出
挙
の
利
息
を

五
割
か
ら
三
割
に
減
税
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

史
料
27
は
、「
奢
侈
之
俗
」
に
よ
り
、
百
姓
が
麦
を
青
苗
の
う
ち
に
刈
り
取
っ

て
馬
の
餌
に
充
て
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
飢
え
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
左
右

京
・
五
畿
内
で
こ
れ
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
28
は
、
畿
内
に
五
〇
年
ぶ
り
に
校
田
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
校
班
田
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
「
民
俗
凋
弊
」
が
問
題
と
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
政
策
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
史
料
26
は
「
礼
譲
之
風
」
を
民
俗
に
興
さ
ん
が
た
め

に
、
す
な
わ
ち
望
ま
し
い
礼
の
秩
序
を
百
姓
に
行
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に
法
令

を
改
正
し
て
い
る
。
一
方
、
史
料
25
・
27
・
28
で
は
、
乱
れ
た
「
俗
」
を
正
す

た
め
に
法
令
整
備
や
校
田
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

次
に
、
官
人
の
政
務
や
風
紀
に
関
す
る
史
料
を
挙
げ
る
。

史
料
29
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
一
二
月
辛
卯
条

詔
曰
。
凡
為
レ

政
之
道
、
以
レ

礼
為
レ

先
。
无
レ

礼
言
乱
。
言
乱
失
レ

旨
。
往

年
有　
レ

詔
、
停
二

跪
伏
之
礼
一

。
今
聞
。
内
外
庁
前
、
皆
不
二

厳
粛
一

、
進

退
无
レ

礼
、
陳
答
失
レ

度
。
斯
則
所
在
官
司
不
レ

恪
二

其
次
一

、
自
忘
二

礼
節
一

之
所
レ

致
也
。
宜
下

自
今
以
後
厳
加
二

糺
弾
一

、
革
二

其
弊
俗
一

、
使
上
レ
靡
二

淳

風
一

。

史
料
30
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
二
月
壬
戌
条

詔
曰
。
随
レ

時
立
レ

制
、
有
レ

国
通
規
。
議
レ

代
行
レ

権
、
昔
王
彝
訓
。
頃
者
、

民
間
宴
集
、
動
有
二

違
愆
一

。
或
同
悪
相
聚
、
濫
非
二

聖
化
一

、
或
酔
乱
無
レ

節
、

便
致
二

闘
争
一

。
據
レ

理
論
レ

之
、
甚
乖
二

道
理
一

。
自
レ

今
已
後
、
王
公
已
下
、

除
二

供
祭
療
患
一

以
外
、
不
レ

得
二

飲
酒
一

。
其
朋
友
寮
属
、
内
外
親
情
、
至
二

於
暇
景
一

、
応
二

相
追
訪
一

者
、
先
申
二

官
司
一

、
然
後
聴
レ

集
。
如
有
レ

犯
者
、

五
位
已
上
停
二

一
年
封
禄
一

、
六
位
已
下
解
二

見
任
一

。
已
外
決
杖
八
十
。
冀

将
淳
二

風
俗
一

、
能
成
二

人
善
一

、
習
二

礼
於
未
識
一

、
防
二

乱
於
未
然
一

也
。

史
料
31
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
五
月
癸
未
条

是
日
、
公
卿
奏
曰
。
臣
聞
。
垂
レ

範
訓
レ

人
、
事
帰
レ

済
レ

世
。
改
レ

制
易
レ

俗
、

理
会
レ

適
レ

時
。
寔
知
道
尚
二

沿
革
一

、
政
必
裁
成
。
苟
或
レ

未
レ

弘
、
豈
肯
膠

レ

柱
。
今
此
刪
定
令
条
、
是
去
神
護
景
雲
三
年
議
請
二

刪
定
一

。
而
事
有
レ

不

レ

允
、
寝
而
莫
レ

行
。
数
十
年
後
、
乃
始
頒
下
。
自
レ

爾
以
降
、
訴
訟
逾
繁
。

事
不
レ

便
レ

人
、
理
難
レ

取
レ

則
。
今
故
謹
詳
二

可
不
一

、
輙
請
二

刊
改
一

。
冀
合

二

機
宜
一

、
用
遵
可
レ

久
。
庶
望
景
化
風
行
而
革
レ

弊
、
群
生
日
用
而
沐
レ

義
。

俗
弭
二

姦
邪
一

、
家
全
二

緒
業
一

者
。
許
レ

之
。
文
多
不
レ

載
。

史
料
29
は
、
官
人
た
ち
の
礼
の
秩
序
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ

れ
に
厳
し
く
糾
弾
を
加
え
、
そ
の
「
弊
俗
」
を
改
め
「
淳
風
」
に
靡
か
せ
ん
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
30
は
禁
酒
令
で
あ
る
。
酒
に
酔
い
乱
れ
て
節
度
を
無
く
し
闘
争
す
る
者

が
多
く
い
た
た
め
、
王
公
以
下
に
祭
祀
や
療
養
目
的
以
外
の
飲
酒
を
禁
じ
、
そ

れ
に
よ
り
「
風
俗
」
を
淳
く
し
人
の
性
を
善
に
す
る
こ
と
を
期
し
て
い
る
。
五

位
以
上
、
六
位
以
下
、
及
び
そ
れ
以
外
の
罰
則
規
定
を
設
け
て
い
る
の
で
、
官

人
か
ら
百
姓
に
至
る
ま
で
の
風
紀
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

官
人
の
風
紀
に
関
し
て
も
「
俗
」
や
「
風
俗
」
の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
法
の
改
正
や
整
備
が
な
さ
れ
る
事
例
は
、
衣
服
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
に

も
見
ら
れ
る（

（5
（

。

史
料
31
は
、
刪
定
令
の
停
止
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
刪
定
令
は
、
神
護

景
雲
三
年
（
七
六
九
）
に
編
纂
、
延
暦
一
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

刪
定
令
施
行
の
影
響
に
よ
る
訴
訟
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
停

止
・
改
正
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
見
え
る
「
改
制
易
俗
」
は
、
法
を



―87―

改
め
る
こ
と
で
「
俗
」
を
良
い
方
向
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
を

示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
で
も
、「
俗
」
の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
、「
風
俗
」
の
改
善
の
た

め
に
官
人
や
百
姓
の
風
紀
を
正
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
令
の
停
止
に

ま
で
そ
の
理
念
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

最
後
に
、
風
俗
歌
舞
に
関
わ
る
史
料
を
挙
げ
る
。

史
料
32
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
九
月
戊
申
条

行
至
二

近
江
国
一

、
観
二

望
淡
海
一

。
山
陰
道
伯
耆
以
来
、
山
陽
道
備
後
以
来
、

南
海
道
讃
岐
以
来
、
諸
国
司
等
詣
二

行
在
所
一

、
奏
二

土
風
歌
舞
一

。

史
料
33
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
九
月
甲
寅
条

至
二

美
濃
一

国
。
東
海
道
相
摸
以
来
、
東
山
道
信
濃
以
来
、
北
陸
道
越
中
以

来
、
諸
国
司
等
詣
二

行
在
所
一

、
奏
二

風
俗
之
雑
伎
一

。

史
料
34
『
日
本
後
紀
』
巻
十
二
延
暦
二
三
年
十
月
辛
亥
条

詔
曰
。
天
皇
詔
旨
良
万
止

、
勅
命
乎
、
和
泉
摂
津
二
国
司
郡
司
公
民
陪
従
司
々

人
等
諸
聞
食
止
宣
。
今
年
波
年
実
豊
稔
弖
人
々
産
業
毛
取
収
弖
在
。
此
月
波
、

閑
時
尓
之
弖

、
国
風
御
覧
須
時
止
奈
毛

、
常
毛
聞
所
行
須
、
今
行
宮
所
乎
御
覧
尓
、
山

野
毛
麗
、
海
瀲
毛
清
之弖
、
御
意
毛
於
太
比
尓
之弖
御
坐
坐
。（
中
略
）
播
磨
国
司

奉
献
、
奏
二

風
俗
歌
一

。

史
料
35
『
日
本
後
紀
』
巻
廿
四
弘
仁
六
年
四
月
癸
亥
条

幸
二

近
江
国
滋
賀
韓
崎
一

。（
中
略
）
即
御
レ

船
泛
レ

湖
。
国
司
奏
二

風
俗
歌
舞

一

。（
後
略
）

史
料
36
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
一
八
年
正
月
廿
五
日
条

先
レ

是
、
貞
観
十
六
年
大
宰
府
言
。
香
椎
廟
宮
毎
年
春
秋
祭
日
、
志
賀
嶋

白
水
郎
男
十
人
女
十
人
奏
二

風
俗
楽
一

。
所
レ

着
衣
裳
、
去
宝
亀
十
一
年
大

弐
正
四
位
上
佐
伯
宿
祢
今
毛
人
所
レ

造
也
。
年
代
久
遠
、
不
レ

中
二

服
用
一

。

請
以
二

府
庫
物
一

、
造
二

充
之
一

。
至
レ

是
太
政
官
処
分
。
依
レ

請
焉
。

史
料
32
・
33
は
、
森
田
氏
が
指
摘
し
た
史
料
で
あ
る
。
元
正
天
皇
が
近
江
・

美
濃
に
行
幸
し
た
際
、そ
れ
ぞ
れ
複
数
国
の
国
司
が
参
集
し
て「
土
風
歌
舞
」「
風

俗
之
雑
伎
」
を
奏
上
し
た
。
史
料
35
で
も
同
様
に
、
天
皇
の
行
幸
に
際
し
て
近

江
国
司
に
よ
る
「
風
俗
歌
舞
」
の
奏
上
が
行
わ
れ
て
い
る
。
史
料
34
は
、
延
暦

二
三
年
一
〇
月
に
始
ま
る
和
泉
・
摂
津
へ
の
行
幸
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。
天

皇
に
よ
る
「
国
風
」
を
観
た
上
で
の
国
褒
め
と
思
わ
れ
る
宣
命
が
あ
り
、
そ
の

後
、
播
磨
国
司
が
「
風
俗
歌
」
を
奏
上
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
風
俗
歌
舞
の
奏

上
は
、
国
司
が
国
内
の
風
俗
歌
舞
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

史
料
36
は
、宝
亀
一
一
年
（
七
八
〇
）
に
大
宰
府
が
志
賀
嶋
の
白
水
郎
の
「
風

俗
楽
」
の
衣
装
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
が
傷
ん
で
き
た
の
で
貞
観
一
八
年
に
大
宰

府
財
源
に
よ
り
新
調
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
皇
行

幸
や
国
守
巡
行
で
は
な
く
香
椎
廟
に
奉
納
す
る
風
俗
歌
舞
の
事
例
で
は
あ
る
が
、

地
方
行
政
府
に
よ
る
衣
装
の
弁
備
は
、
国
司
ら
が
風
俗
歌
舞
を
把
握
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
維
持
に
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
国
や
大
宰
府
が
管
内
の
風
俗
歌
舞
を
把
握
し
、
時

に
は
維
持
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
天
皇
へ
の
奏
上
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
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か
る
。
そ
れ
は
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
悠
紀
・
主
基
両
国
が
風
俗
歌
舞
の
奏
上
を

行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
天
皇
行
幸
に
よ
る
諸
国
の
風
俗
歌
舞
の
奏
上
が
、
史
料
35
の
弘
仁

六
年
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
天
皇
が
行
幸
し
、

諸
国
の
風
俗
歌
舞
の
奏
上
を
受
け
る
こ
と
が
支
配
服
属
関
係
を
象
徴
的
に
再
確

認
す
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
特
に
畿

外
諸
国
の
統
治
が
国
司
に
委
任
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

以
上
、
大
き
く
三
種
類
の
「
俗
」「
風
俗
」
関
係
史
料
を
見
て
き
た
。
特
に

前
二
種
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、律
令
国
家
は
百
姓
や
官
人
の「
俗
」

「
風
俗
」
の
乱
れ
を
把
握
し
、
そ
れ
を
正
す
と
い
う
名
目
で
法
の
改
正
や
整
備

を
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
律
令
国
家
の
統
治
理
念
の
中
で
、

「
俗
」「
風
俗
」
の
乱
れ
は
法
の
改
正
や
整
備
の
た
め
の
思
想
的
・
理
念
的
前

提
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
思
想
・
理
念
は
、
極
め
て
現
実
的
で
あ
る
。
百
姓
の
習
俗
・
産
業

の
乱
れ
を
正
す
こ
と
は
、
生
産
物
確
保
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
官

人
の
政
務
や
風
紀
を
正
す
こ
と
は
、
行
政
機
構
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
律
令
国
家
は
国
司
や
巡
察
使
を
通
じ
て

諸
国
百
姓
の
「
風
俗
」
を
、
弾
正
台
に
よ
っ
て
官
人
の
「
風
俗
」
を
、
そ
れ
ぞ

れ
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
公
民
制
と
官
僚
制
が
律
令
国
家
の
根

幹
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
双
方
を
正
し
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、「
風
俗
」
の

把
握
と
そ
れ
を
正
す
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

律
令
国
家
に
と
っ
て
「
風
俗
」
が
重
要
な
理
念
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
外
交
に

関
わ
る
文
言
の
中
に
、
し
ば
し
ば
「
風
俗
」
が
現
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。『
日
本
書
紀
』
推
古
一
六
年
（
六
〇
八
）
八
月
壬
子
条
に
は
、
隋
か
ら

の
書
簡
に
倭
の「
風
俗
融
和
」を
讃
え
る
文
言
が
見
え
る
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』

慶
雲
三
年
一
一
月
癸
卯
条
で
は
、
天
皇
か
ら
新
羅
王
へ
の
勅
書
の
中
で
、
新
羅

の
「
国
内
安
楽
、
風
俗
淳
和
」
た
ら
ん
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。「
風
俗
融
和
」

を
讃
え
、「
風
俗
淳
和
」
を
願
う
こ
と
が
外
交
辞
令
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

他
方
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
元
年
（
六
四
二
）
五
月
丙
子
条
で
は
、「
凡
百
済

新
羅
風
俗
、
有
二

死
亡
一

者
、
雖
二

父
母
兄
弟
夫
婦
姉
妹
一

、
永
不
二

自
看
一

。
以
レ

此
而
観
、
無
レ

慈
之
甚
、
豈
別
二

禽
獣
一

」
と
あ
り
、
他
国
を
貶
め
る
表
現
の
際

に
も「
風
俗
」が
語
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
こ
れ
ま
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、「
風

俗
」
は
『
礼
記
』
や
『
孝
経
』
で
も
言
及
さ
れ
る
儒
教
的
な
統
治
理
念
で
あ
り
、

古
代
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
共
通
し
て
重
視
さ
れ
た
、
国
家
経
営
の
得
失
を
判
断
す

る
材
料
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
国
司
に
よ
る
国
衙
官
人
「
風
俗
」
の
把
握

最
後
に
、
国
司
に
よ
る
「
観
風
俗
」
が
、
あ
る
一
面
で
は
変
質
し
て
い
っ
た

こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
国
司
に
よ
る
「
観
風
俗
」
の
本
来
の
目
的
は
、
主
に

百
姓
の
習
俗
や
産
業
の
把
握
と
そ
の
教
導
で
あ
っ
た
が
、
九
世
紀
以
降
、
国
司
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が
国
衙
官
人
の
「
風
俗
」
を
把
握
し
、
そ
れ
に
対
処
・
適
応
す
る
こ
と
も
重
要

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
や
や
時
代
が
下
る
が
、
一
二
世
紀
前
半
に

成
立
し
た
『
朝
野
群
載
』
所
収
の
「
国
務
条
々
事
」
15
条
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
み
ら
れ
る
。

史
料
37
「
国
務
条
々
事
」
15
条

一　

令
下

肅
二

老
者
一

申
中

風
俗
上

事

外
土
之
事
、
逐
レ

年
凋
残
、
代
々
凌
遅
、
毎
任
二

易
改
一

。
仍
可
レ

令
三

高

年
者
申
二

諸
事
一

。
遍
問
二

故
実
一

、
有
二

善
政
一

、
就
レ

彼
不
レ

可
レ

改
二

旧
風

一

。

「
国
務
条
々
事
」
は
、
新
任
国
司
が
任
国
に
赴
任
し
た
際
の
政
務
の
手
順
や

諸
注
意
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
37
に
は
、
国
司
が
赴
任
し
た
際
に
は
、

地
域
の
「
老
者
」
に
「
風
俗
」
を
申
さ
し
め
、故
実
を
問
い
、善
政
が
あ
れ
ば
「
旧

風
」
を
改
め
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
。
こ
の
条
文
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
百
姓

の
「
風
俗
」
と
い
う
よ
り
は
官
人
の
政
務
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
が
、
そ
れ
で
も
「
老
者
」
か
ら
「
風
俗
」
を
聞
く
と
い
う
形
式
は
、
国
守

巡
行
条
の
「
観
風
俗
、
問
百
年
」
に
つ
い
て
の
集
解
諸
説
と
の
関
係
か
ら
注
目

さ
れ
る
。

国
守
巡
行
条
の
「
観
風
俗
」
に
続
く
「
問
百
年
」
に
つ
い
て
、令
義
解
は
「
問

二

百
年
一

者
、
問
二

其
安
不
一

也
。」
と
し
、
高
齢
者
の
安
否
を
問
う
こ
と
と
す
る
。

一
方
、
令
釈
は
「
問
二

百
年
一

、
問
二

存
不
并
風
俗
一

。
或
云
、
問
二

有
徳
百
年　
一

、

不
レ

問
二

无
徳
百
年
一

。」
と
し
、
ま
た
、
跡
記
は
「
問
二

百
年
一

、
謂
尊
二

恤
百
年

以
上
人
等
一

。
問
二

風
俗
古
事
等
一

。」
と
記
し
て
、
高
齢
者
に
安
否
だ
け
で
な
く

「
風
俗
」
を
問
う
こ
と
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
穴
記
は
令
釈
や
跡
記
も

参
照
し
た
上
で
、
令
義
解
と
同
様
の
解
釈
を
提
示
す
る
。

先
掲
史
料
8
『
礼
記
』「
王
制
」
で
は
「
問
百
年
」
と
「
観
民
風
」
は
分
か

れ
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
意
図
は
令
義
解
や
穴
記
の
解
釈
の
よ
う

に
、
高
齢
者
の
安
否
を
問
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
令
釈
や
跡
記
が
「
風
俗
」
を
問

う
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
令
文
の
「
観
風
俗
」
と
「
問
百
年
」
を
一
体
的
に

解
釈
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
第
三
節
で
言
及
し

た
史
料
11
・
13
・
14
・
24
等
の
事
例
か
ら
、
実
態
と
し
て
は
令
釈
や
跡
記
の
解

釈
と
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

史
料
11
（『
万
葉
集
』
巻
五
・
八
一
三
番
歌
序
）
は
、
筑
前
国
怡
土
郡
深
江

村
の
子
負
原
に
関
わ
る
伝
承
を
載
せ
た
も
の
で
あ
り
、
官
人
が
「
古
老
」
か
ら

地
域
の
伝
承
を
採
集
し
た
事
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、史
料
13「
路

遇
白
頭
翁
」
は
、
道
真
が
路
で
「
白
頭
翁
」
か
ら
過
去
の
讃
岐
国
に
お
け
る
善

政
に
つ
い
て
聴
取
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
14
に
も「
年
高
祝
」の
怪
語
や「
臈

老
僧
」
の
玄
談
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
巡
行
に
際
し
て
高
年
者
と
の
や
り
と
り
が

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
史
料
24
「
旅
亭
歳
日
、
招
レ

客
同
飲
」

で
示
し
た
よ
う
に
、
道
真
が
「
郷
老
」
を
宴
に
招
い
て
い
る
こ
と
も
参
考
と
な

ろ
う
。

以
上
の
事
例
か
ら
、
国
司
が
「
風
俗
」
情
報
を
収
集
す
る
際
に
、
地
域
の
高

齢
者
は
そ
の
主
た
る
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
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ら
ば
、「
国
務
条
々
事
」
に
見
え
る
「
令
下

肅
二

老
者
一

申
中

風
俗
上

事
」
は
、
形
式

的
に
は
「
観
風
俗
、
問
百
年
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
評
価
で
き
る
。
令
釈
・

跡
記
は
「
観
風
俗
、
問
百
年
」
の
記
述
を
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
解
釈

し
た
が
、
そ
れ
は
国
司
の
「
観
風
俗
」
の
実
態
に
近
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
国
務
条
々
事
」
の
「
令
下

肅
二

老
者
一

申
中

風
俗
上

事
」
は
、
形
式
的

に
は
八
・
九
世
紀
以
来
の
「
観
風
俗
、
問
百
年
」
の
行
動
を
踏
襲
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、「
善
政
」
を
改
め
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
こ
の
条
文
は
百
姓
の
習
俗
や
産
業
よ
り
も
、
そ
れ
ま
で
そ
の
国
で

培
わ
れ
て
き
た
政
務
や
風
紀
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
意
図
し
て
い
る
よ
う
に

読
み
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
九
世
紀
以
降
展
開
し
て
き
た
地
方
行
政
の
あ
り
方
に

起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

史
料
38
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
九
月
二
二
日
条

（
中
略
）
夏
井
者
、
左
京
人
、
美
濃
守
從
四
位
下
善
岑
之
第
三
子
也
。（
中

略
）
貞
観
七
年
拝
二

肥
後
守
一

。
母
石
川
氏
聞
而
哭
レ

之
。
人
問
二

其
故
一

、

答
曰
。
吾
聞
、
肥
後
風
俗
、
国
宰
至
清
、
身
必
不
レ

全
。
吾
子
其
不
レ

終
乎
。

（
後
略
）

史
料
38
に
は
、
紀
夏
井
が
肥
後
守
に
任
命
さ
れ
た
際
、
そ
の
母
が
嘆
い
て
、

肥
後
国
の
「
風
俗
」
は
国
守
が
清
廉
な
人
物
だ
と
職
務
を
全
う
で
き
な
い
と
聞

い
て
お
り
、
我
が
子
も
全
う
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
と
語
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
九
世
紀
後
半
に
は
国
司
と
在
地
「
風
俗
」
と
の
間
に
深

刻
な
対
立
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
要
因
は
、
在
地
出
身
の
国
衙
官
人
が
政
務
の

中
心
を
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
と
九
世
紀
前
半
か
ら
展
開
し
た
良
吏

政
治
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

良
吏
政
治
の
出
現
契
機
と
し
て
は
、
次
の
史
料
が
注
目
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

史
料
39
『
類
聚
三
代
格
』
天
長
元
年
（
八
二
四
）
八
月
二
〇
日
太
政
官
符

太
政
官
符

一
択
二

良
吏
一

事

右
検
二

右
大
臣
奏
状
一
偁
。
臣
聞
、
登
レ

賢
委
レ

任
為
レ

化
之
大
方
。
審
レ

官

授
レ

才
経
レ

国
之
要
務
。
今
諸
国
牧
宰
或
欲
下

崇
二

修
治
化
一

樹
中

之
風
声
上

、

則
拘
二

於
法
律
一

不
レ

得
二

馳
騖
一

。
郡
国
殄
瘁
職
此
之
由
。
伏
望
、
妙
簡
二

清
公
美
才
一

、
以
任
二

諸
国
守
介
一

。
其
新
除
守
介
則
特
賜
二

引
見
一

、
勧
二

喩
治
方
一

因
加
二

賞
物
一

。
既
而
政
績
有
レ

著
加
二

増
寵
爵
一

。
公
卿
有
レ

欠

随
即
擢
用
。
又
反
レ

経
制
レ

宜
勤
不
レ

為
レ

己
者
、
将
下

従
二

寛
恕
一

無
上
レ
拘

二

文
法
一

者
。
依
レ

奏
。

（
後
略
）

こ
こ
で
は
、
地
方
政
治
の
乱
れ
は
国
司
が
律
令
に
拘
泥
し
て
職
務
を
全
う
で

き
な
い
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
、
利
己
的
な
行
動
で
な
け
れ
ば
律
令
に
よ
ら
な
い

任
国
運
営
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
既
に
多
く
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た

認
識
は
、
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
菅
原
道
真
や
三
善
清
行

に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

史
料
40
『
菅
家
文
草
』「
請
レ

令
三

議
者
反
二

覆
検
税
使
可
否
一

状」

右
、
臣
某
謹
言
。
件
検
税
使
、
始
議
之
日
、
臣
〔
道
真
〕
奏
曰
。
臣
所
レ

見
、



―91―

只
讃
岐
一
国
也
。
以
二

彼
国
之
風
一

論
之
、
若
遣
二

此
使
一

者
頗
有
二

物
煩
一

歟
。

（
中
略
）
何
者
天
下
諸
国
、
其
俗
各
雖
二

小
異
一

、
其
政
孰
非
二

一
同
一

。
況

乎
世
衰
国
弊
、
民
貧
物
乏
。
是
故
或
国
司
乖
二

文
法　
一

以
廻
二

方
略
一

、
違

二

正
道
一

以
施
二

権
議
一

。
雖
二

動
不
一
レ
為
レ

己
、
其
事
皆
犯
レ

法
。
臣
今
挙
二

三
条
之
否
一

、
謹
待
二

一
覧
之
用
一

。（
後
略
）

史
料
41
「
意
見
十
二
箇
条
」

（
前
略
）

一　

請
レ

停
下

止
依
二

諸
国
少
吏
并
百
姓
告
言
訴
訟
一

差
中

遣
朝
使
上

事

（
中
略
）
前
年
阿
波
守
橘
秘
樹
、
粛
二

清
所
部
一

、
底
二

慎
闕
貢
一

。
勤
王
之

誠
、
当
時
第
一
也
。
必
須
下

殊
加
二

奨
擢
一

、
以
励
中

循
良
上

。
而
依
二

小
民
之

誣
告
一

、
降
二

朝
使
之
廉
問
一

。
雖
二

事
皆
虚
詐
、
告
人
逃
亡
一

、
已
而
秘
樹

之
身
亦
為
二

廃
人
一

。
如
レ

此
則
知
レ

恥
之
士
、
誰
冀
レ

為
レ

吏
乎
。
方
今
時
代

澆
季
、
公
事
難
レ

済
。
故
国
宰
之
治
、
不
レ

能
三

事
々
拘
二

牽
正
法
一

。
故
或

有
二

枉
レ

尺
而
直
レ

尋
者
一

。
或
有
二

失
レ

始
而
全
レ

終
者
一

。
昔
者
龔
遂
為
二

渤

海
守
一

。
奏
曰
、
請
勅
二

丞
相
御
史
一

、
且
勿
三

拘
レ

臣
以
二

文
法
、
令
レ

得
二

便

宜
従
一
レ
事
。
又
本
朝
格
云
、
国
宰
反
レ

経
制
レ

宜
、
動
不
レ

為
レ

己
者
、
将
下

従
二

寛
恕
一

無
上
レ
拘
二

文
法
一

者
。
伏
望
、
此
等
告
言
訴
訟
、
除
二

謀
反
大
逆

　
一

之
外
、
一
切
停
二

止
朝
使
一

。（
後
略
）

史
料
40
は
寛
平
八
年
の
道
真
に
よ
る
奏
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
諸
国
の

「
俗
」
は
小
異
と
は
い
え
、
画
一
的
な
政
治
を
行
っ
て
い
て
は
衰
弊
し
た
国
を

治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
任
国
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
取
ろ
う
と
す
る

と
正
道
に
違
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
現
状
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
41

は
、『
本
朝
文
粋
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
三
善
清
行
に
よ
る
延
喜
一
四
年
（
九

一
四
）
の
意
見
封
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
国
司
が
律
令
に
束
縛
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
任
国
支
配
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
前
漢

の
宣
帝
が
龔き

ょ
う
す
い遂

を
渤
海
太
守
に
し
、「
文
法
」
に
拘
泥
す
る
こ
と
の
な
い
統
治

を
認
め
て
成
功
し
た
事
例（

（5
（

を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
利
己
的
な
目
的
で
な
け
れ

ば
律
令
に
よ
ら
な
い
任
国
支
配
を
認
め
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

天
長
元
年
以
降
、
国
司
に
よ
る
任
国
支
配
に
は
地
方
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な

対
応
が
志
向
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

加
え
て
注
目
し
た
い
の
は
、
史
料
41
で
「
諸
国
少
吏
并
百
姓
」
の
告
言
訴
訟

に
よ
る
朝
使
派
遣
の
停
止
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の

前
半
部
分
で
は
、
阿
波
守
を
務
め
た
橘
秘
樹
は
、
清
行
が
良
吏
と
認
め
る
人
物

で
あ
っ
た
が
、
小
民
に
よ
る
誣
告
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
り
朝
使
が
派
遣
さ
れ
調

査
し
た
結
果
、
誣
告
が
虚
詐
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
誣
告
し
た
人
物
は
逃
亡

し
た
も
の
の
、
秘
樹
は
「
廃
人
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、意
欲
的
な
行
政
を
行
っ
た
国
司
の
中
に
は「
少
吏
百
姓
」

と
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
ず
に
誣
告
さ
れ
る
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
秘
樹
だ
け
の
事
例
で
は
な
か
っ
た
。
森
氏
は
、
良
吏
関
係

史
料
か
ら
、
良
吏
の
負
の
側
面
と
し
て
同
僚
国
司
や
部
内
の
人
々
と
の
対
立
を

挙
げ
て
い
る（

（5
（

。
例
え
ば
、
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
に
駿
河
介
と
な
っ
た
山
田
春

城
は
、
最
終
的
に
は
国
内
祭
祀
に
秩
序
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
傍
吏
・
諸
人
か
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ら
そ
の
聡
察
ぶ
り
を
讃
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
当
初
は
そ
の
清
察
ぶ
り
が

傍
吏
・
百
姓
に
嫌
わ
れ
た
と
あ
る（

（5
（

。
ま
た
、
承
和
一
一
年
に
越
前
守
と
な
っ
た

良
岑
木
連
は
、
功
名
を
立
て
ん
が
た
め
に
好
ん
で
「
異
治
」
を
施
し
、「
所
レ

行

之
政
、
不
レ

拠
二

旧
例
一

」
こ
と
か
ら
、
部
下
の
反
対
に
遭
っ
た
と
い
う（

（5
（

。

こ
う
し
た
国
守
や
介
と
下
僚
と
の
対
立
は
、
国
府
の
政
務
運
営
の
あ
り
方
に

起
因
す
る
。
森
氏
は
、
八
・
九
世
紀
の
国
政
の
実
務
に
は
、
在
地
出
身
の
国
書

生
・
郡
散
事
・
雑
掌
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
論
じ
、
彼
ら
が
国
務

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
す
る（

（5
（

。
ま
た
、
鐘
江
宏
之
氏
も

書
生
ら
国
雑
任
が
実
務
を
担
っ
て
い
た
と
し
、
年
度
が
変
わ
っ
て
も
国
ご
と
に

帳
簿
の
書
式
が
相
違
す
る
こ
と
か
ら
、
各
国
に
よ
っ
て
独
自
の
書
式
の
慣
例
が

で
き
て
い
く
と
論
じ
る（

（5
（

。
在
地
出
身
者
に
よ
る
国
雑
任
の
存
在
が
国
務
運
営
に

重
要
な
位
置
を
占
め
、
各
国
府
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
政
務
の
在
り
方
が
徐
々

に
で
も
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
政
務
運
営
に
転
換
を

迫
る
木
連
の
よ
う
な
国
司
が
、
下
僚
か
ら
の
反
感
を
買
っ
た
こ
と
は
当
然
の
帰

結
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
国
務
条
々
事
」
の
次
の
よ
う
な
条
文
も
注
目
さ
れ
る
。

史
料
42
「
国
務
条
々
事
」
23
条

一　

可
二

旬
納
七
日
一

事

八
月
上
中
旬
少
微
。
下
旬
、
九
月
上
旬
少
増
。
中
下
旬
、
十
月
上
中
下

旬
多
微
。
随
二

旬
上
下
一

、
下
二

起
請
符
一

。
若
有
二

其
勤
一

之
郡
者
、
抽
加

二

恩
賞
一

労
レ

之
。
至
二

于
不
レ

勤
者
一

、
可
レ

処
二

譴
責
一

。
但
随
二

国
古
風
土

俗
之
例
一

、
可
レ

行
下

無
二

公
私
損
一

之
法
上

。

こ
の
史
料
で
は
、
税
を
徴
収
す
る
日
程
を
細
か
く
記
す
が
、
そ
の
国
の
「
古

風
土
俗
」
が
あ
り
、
公
私
に
損
の
な
い
も
の
な
ら
ば
そ
れ
に
随
う
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
恐
ら
く
は
同
15
条
と
同
様
、
各
国
で
営
ま
れ
て
き
た
政
務
を
尊
重
し

た
国
務
運
営
を
説
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
32
条
に
は
「
慎
レ

火
事
」

と
し
て
「
火
事
是
尤
可
レ

慎
。
外
土
之
人
、
不
レ

顧
二

後
災
一

、
偏
結
二

往
時
之
怨
一

、

動
企
二

放
火
之
心
一

」
と
あ
り
、
国
司
が
在
地
の
人
の
怨
み
を
買
っ
て
放
火
さ
れ

な
い
よ
う
に
用
心
せ
よ
と
い
う
。
こ
う
し
た
国
司
と
下
僚
・
百
姓
と
の
緊
張
関

係
が
背
景
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
15
条
や
23
条
の
よ
う
な
、
安
易
な
政
策
変
更

を
戒
め
た
条
文
が
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
え
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、「
国
務
条
々
事
」
15
条
に
記
さ
れ
た

把
握
す
べ
き
「
風
俗
」
と
は
、
任
国
に
お
け
る
政
務
運
営
上
の
慣
例
で
あ
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
一
二
世
紀
ま
で
に
は
、「
風
俗
」
の
把
握
は
国
司

の
処
世
術
の
一
つ
と
し
て
の
意
味
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
認
識
は
、
史
料
38
の
紀
夏
井
の
事
例
か
ら
、
九
世
紀
後
半
に
ま
で
遡
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
史
料
13
「
路
遇
二

白
頭
翁
一

」
で
、
道
真
が
過
去
の
善
政
に

つ
い
て
の
聴
取
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
、
同
様
の
潮
流
の
中
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
処
世
術
が
形
成
さ
れ
る
淵
源
は
、
国
司
の
裁
量
に
よ
る
任
国
経

営
が
是
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
九
世
紀
前
半
に
求
め
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
九

世
紀
以
降
、
良
吏
を
目
指
し
た
国
司
た
ち
に
よ
る
失
敗
例
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
の

経
験
に
よ
っ
て
任
国
に
お
け
る
独
自
の
政
務
運
営
の
あ
り
方
を
尊
重
す
る
よ
う
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な
条
文
が
「
国
務
条
々
事
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
国
司
が
百
姓
の
習
俗
や
産
業
を
把
握
す
る
こ
と
が
完
全
に
忘
れ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
永
延
二
年
（
九
八
八
）
の
「
尾
張
国
郡
司
百

姓
等
解
」
に
は
、「
右
国
宰
之
吏
、
是
既
分
優
之
職
、
屡
巡
二

検
部
内
一

、
常
須

問
二

風
俗
一

。
然
而
守
元
命
朝
臣
専
営
二

京
洛
之
世
途
一

、
無
レ

優
二

黎
元
之
愁
苦

一

」
と
あ
り
、
郡
司
・
百
姓
が
藤
原
元
命
を
訴
え
る
に
際
し
て
、
国
司
で
あ
る

な
ら
ば
部
内
を
巡
検
し
て
常
に
「
風
俗
」
を
問
い
、
百
姓
の
愁
苦
を
知
る
べ
き

で
あ
る
の
に
、
元
命
が
そ
れ
を
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
一
〇
世
紀
末
に

至
っ
て
も
、
国
司
は
百
姓
の
「
風
俗
」
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
い
う
認
識
が
、

郡
司
・
百
姓
ら
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
兼
岡
氏
は
、
大
江
匡
衡
が
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
に
下
向
し
た
際

の
詩
宴
に
お
い
て
作
っ
た
詩
の
中
か
ら
「
昔
西
曹
始
祖
菅
京
兆
。
行
二

縣
邑
一

以

注
二

風
土
記
一

、
今
東
曹
末
儒
江
侍
郎
。
思
二

郷
貢
一

以
興
二

学
校
院
一

」
と
い
う
一

節
を
見
出
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る（

（6
（

。
匡
衡
は
「
西
曹
始
祖
菅
京
兆
」
す

な
わ
ち
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
か
ら
弘
仁
三
年
ま
で
尾
張
介
を
務
め
た
菅
原
清

公
の
業
績
と
し
て
、「
風
土
記
」（
八
世
紀
編
纂
の
風
土
記
で
は
な
く
、
地
誌
一

般
の
こ
と
を
指
す
か
）
の
編
纂
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
東
曹
末
儒
江
侍
郎
」

す
な
わ
ち
匡
衡
自
身
は
、
教
育
施
設
を
開
い
て
国
内
教
化
に
努
め
よ
う
と
し
た

と
い
う
。
兼
岡
氏
は
さ
ら
に
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
に
風
土
記
再
撰
が
命
じ

ら
れ
る
以
前
に
も
地
誌
類
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

一
一
世
紀
の
匡
衡
が
そ
の
「
風
土
記
」
を
閲
覧
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る（

（6
（

。

こ
れ
は
、
一
一
世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
国
司
に
よ
る
風
土
や
習
俗
の
把
握
、
さ

ら
に
は
教
化
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
も
、
一
〇
世
紀
以
降
の
国
司
・
郡
司
・
百
姓
ら
の
諸
階

層
に
と
っ
て
、
百
姓
「
風
俗
」
の
把
握
も
円
滑
な
国
務
運
営
の
た
め
に
必
要
な

も
の
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
」
の

よ
う
に
、
郡
司
・
百
姓
の
間
で
の
こ
の
よ
う
な
認
識
が
い
つ
ま
で
遡
る
の
か
は

明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
百
姓
「
風
俗
」
の
把
握
が
支
配
者
・
被
支
配
者
双
方

に
と
っ
て
、
理
想
的
な
統
治
に
必
要
な
も
の
と
い
う
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
国
司
及
び
律
令
国
家
に
お
け
る
「
風
俗
」
把
握
の
意
義
と
展
開

に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
ま
ず
、「
風
俗
」
の
語
に
は
、
百
姓
の
習
俗
（
を
正

す
こ
と
）
や
産
業
、
官
人
の
政
務
や
風
紀
、
風
俗
歌
舞
等
の
意
味
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
は
全
て
底
流
で
通
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
「
観
風
俗
」
は
、
国
見
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ
と
や
風
俗
歌
舞
の
奏

上
と
い
う
服
属
儀
礼
の
面
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
重
要

な
成
果
で
あ
る
が
、「
観
風
俗
」
一
語
の
意
味
は
百
姓
の
習
俗
が
正
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
こ
と
、
条
文
の
意
味
と
し
て
は
百
姓
の
習
俗
や
産
業
等
の
観

察
で
あ
り
、
把
握
し
た
情
報
を
国
内
統
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
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の
あ
り
方
を
尊
重
し
、
無
用
な
対
立
を
避
け
る
た
め
の
処
世
術
と
し
て
の
「
風

俗
」
の
把
握
も
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
国
司
の
「
観
風
俗
」
や
律
令
国
家
に
お
け
る
「
風
俗
」
把
握
の
意
義

を
追
っ
て
き
た
が
、
個
々
の
史
料
に
つ
い
て
論
じ
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
大

ま
か
な
傾
向
を
探
る
と
い
う
雑
駁
な
議
論
に
終
始
し
た
。
各
時
期
の
政
治
史
と

の
関
係
も
精
査
し
、
国
司
に
よ
る
地
方
支
配
の
動
態
を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

い
た
こ
と
を
論
じ
た
。

そ
の
上
で
、
大
伴
家
持
や
菅
原
道
真
ら
の
歌
や
詩
か
ら
は
、
国
司
が
巡
行
を

行
い
、
当
地
の
習
俗
・
産
業
を
具
体
的
に
把
握
・
記
録
し
、
ま
た
他
の
中
央
官

人
に
伝
達
す
る
意
図
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
国
司
に
よ
る

百
姓
の
教
導
や
調
の
品
目
変
更
等
も
、「
風
俗
」
把
握
に
よ
る
政
策
反
映
の
一

種
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
う
し
た
「
風
俗
」
の
把
握
は
、
特
に
八
世
紀
に
は
巡
察
使
を
通
じ
て
も
行

わ
れ
て
お
り
、
中
央
政
府
と
し
て
も
情
報
収
集
に
は
努
め
て
い
た
。
六
国
史
の

記
事
か
ら
も
、「
俗
」
の
乱
れ
を
把
握
・
問
題
視
し
、
そ
れ
を
正
す
た
め
に
法

改
正
を
す
る
と
い
う
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
に
は
、

「
俗
」「
風
俗
」
を
正
す
こ
と
は
百
姓
の
習
俗
や
官
人
の
風
紀
の
乱
れ
を
正
す

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
百
姓
の
産
業
、
官
人
の
政
務
が
十
全
な
も
の
と

な
り
、
ひ
い
て
は
国
家
運
営
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
い
う
統
治
理
念
が
存
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
九
世
紀
に
な
る
と
朝
使
の
畿
外
派
遣
は
少
な
く
な
る
等
、
畿
外
諸

国
の
運
営
は
国
司
に
委
任
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
中
で
、
良
吏
に
よ
る
柔
軟

な
国
務
運
営
が
求
め
ら
れ
た
が
、
国
衙
官
人
た
ち
が
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
国

務
運
営
と
対
立
し
、
ま
た
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
国
司
長

官
は
下
僚
や
百
姓
か
ら
告
訴
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
も
陥
っ
た
。
こ
う
し
た
良

吏
を
目
指
し
た
行
政
の
失
敗
の
経
験
が
積
み
重
な
り
、や
が
て「
国
務
条
々
事
」

15
条
に
見
え
る
よ
う
な
「
風
俗
」
の
把
握
、
す
な
わ
ち
国
衙
官
人
の
国
務
運
営

注
（
１
）
西
別
府
元
日「
律
令
国
家
の
地
域
掌
握
」（
同『
律
令
国
家
の
展
開
と
地
域
支
配
』

思
文
閣
出
版
）
二
〇
〇
二
年
。

（
2
）
有
富
純
也
「
百
姓
撫
育
と
律
令
国
家
」
及
び
「
律
令
国
家
の
撫
育
政
策
」（
同
『
日

本
古
代
国
家
と
支
配
理
念
』
東
京
大
学
出
版
会
）
二
〇
〇
九
年
（
初
出
、
二

〇
〇
三
年
及
び
二
〇
〇
八
年
）。
市
大
樹「
朝
使
派
遣
の
構
造
と
展
開
」（
同『
日

本
古
代
都
鄙
間
交
通
の
研
究
』
塙
書
房
）
二
〇
一
七
年
。

（
3
）
瀧
川
政
次
郎
『
万
葉
律
令
考
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
四
年
。
本
稿
に
お
け

る
瀧
川
氏
の
説
は
、
全
て
本
論
文
に
よ
る
。

（
4
）
森
田
喜
久
男
「
大
伴
家
持
と
七
尾
西
湾
・
南
湾
」（『
加
能
史
研
究
』
七
）
一

九
九
五
年
。
同「
律
令
制
下
の
国
司
巡
行
と
風
俗
」（
林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民
編『
日

本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』
雄
山
閣
）
一
九
九
六
年
。
同
「『
万
葉
集
』
か
ら
見

た
国
司
巡
行
の
実
態
」（『
古
代
交
通
史
研
究
』
一
一
）
二
〇
〇
二
年
。
本
稿

に
お
け
る
森
田
氏
の
説
は
、特
に
断
ら
な
い
限
り
二
〇
〇
二
年
の
論
文
に
よ
る
。

（
5
）
針
原
孝
之
「
大
伴
家
持
の
仕
事
」（
同
編
『
古
代
文
学
の
創
造
と
継
承
』
新
典
社
）

二
〇
一
一
年
（
初
出
、
二
〇
〇
八
年
）。
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（
6
）
関
和
彦
「
民
衆
世
界
の
天
皇
」（
日
本
の
歴
史
８
『
古
代
天
皇
制
を
考
え
る
』

講
談
社
）
二
〇
〇
一
年
。
本
稿
に
お
け
る
関
氏
の
説
は
、
特
に
断
ら
な
い
限

り
本
論
文
に
よ
る
。

（
7
）
仁
藤
敦
史
「
古
代
王
権
と
行
幸
」（
同
『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
臨
川
書
店
）

二
〇
〇
〇
年
。

（
8
）
鈴
木
景
二
「
国
司
部
内
巡
行
と
在
地
社
会
」（『
神
戸
大
学
史
学
年
報
』
一
一
）

一
九
九
六
年
。
同
「
国
府
・
郡
家
を
め
ぐ
る
交
通
」（
舘
野
和
己
・
出
田
和
久

編
『
日
本
古
代
の
交
通
・
交
流
・
情
報
１　

制
度
と
実
態
』
吉
川
弘
文
館
）

二
〇
一
六
年
。

（
9
）
関
和
彦
「『
風
土
記
』
と
古
代
社
会
」（
同
『
日
本
古
代
社
会
生
活
史
の
研
究
』

校
倉
書
房
）
一
九
九
四
年
（
初
出
、
一
九
八
七
年
）。

（
10
）
兼
岡
理
恵
「『
常
陸
国
風
土
記
』
編
纂
の
思
想
」（
同
『
風
土
記
受
容
史
研
究
』

笠
間
書
院
）
二
〇
〇
八
年
（
初
出
、
二
〇
〇
二
年
）。
な
お
、
註
（
２
）
論
文

に
よ
っ
て
、『
日
本
後
紀
』
以
降
「
観
省
風
俗
」
の
類
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に

関
連
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
九
月
己
卯
条
。

（
12
）『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
五
月
辛
未
朔
条
。

（
13
）『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
正
月
癸
未
条
。

（
14
）
中
西
進
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
八
～
一
九
八

三
年
。
本
稿
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
は
、
全
て
本
書
に
よ
る
。
ま
た
、
旧
字

体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。

（
15
）
鉄
野
昌
弘
「
越
中
諸
郡
巡
行
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
」（
同
『
大
伴
家
持
「
歌
日
誌
」

論
考
』
塙
書
房
）
二
〇
〇
七
年
。

（
16
）
四
〇
二
一
番
歌
が
実
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
そ

う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
当
地
の
産
物
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
た
め
、「
風
俗
」
把

握
の
観
点
で
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
17
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考　

巻
十
七
下
』（
歌
文
珍
書
保
存
会
）
一
九
二
五
年
。

武
田
祐
吉
『
万
葉
集
全
註
釈　

第
十
四
』（
改
造
社
）
一
九
五
〇
年
。
澤
瀉
久

孝
『
万
葉
集
注
釈　

巻
第
十
七
』（
中
央
公
論
社
）
一
九
八
四
年
。
伊
藤
博
『
万

葉
集
釈
注　

九
』（
集
英
社
）一
九
九
八
年
。
な
お
、川
口
常
孝
氏（「
良
吏
家
持
」

同
『
大
伴
家
持
』
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）
は
、
土
着
の
雑
仕
者
や
郡
家
の

役
人
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

（
18
）
中
西
進
氏
「
諸
郡
巡
行
の
歌
（
春
）」（
同
『
大
伴
家
持　

第
三
巻　

越
中
国
司
』

角
川
書
店
）
一
九
九
四
年
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９
『
万
葉
集　

４
』（
小

島
憲
之
・
東
野
治
之
・
木
下
正
俊
校
注
、
小
学
館
）
一
九
九
六
年
。
鉄
野
氏

註
（
15
）
論
文
。
同
「
歌
人
家
持
と
官
人
家
持
」（
高
岡
市
萬
葉
歴
史
館
叢
書

二
三
『
大
伴
家
持
研
究
の
最
前
線
』）
二
〇
一
一
年
。
阿
蘇
瑞
枝
『
万
葉
集
全

歌
講
義　

九
』（
笠
間
書
院
）
二
〇
一
三
年
。

（
19
）
神
堀
忍
氏
（「
国
守
大
伴
家
持
の
巡
行
」『
国
語
と
国
文
学
』
八
四
六
、
一
九

九
四
年
）
は
、「
八
十
伴
の
緒
」
に
よ
る
春
の
神
へ
の
奉
仕
を
見
立
て
た
作
と

す
る
。
藤
田
富
士
夫
氏
（「
大
伴
家
持
の
春
巡
行
と
立
山
の
景
」『
万
葉
古
代

学
研
究
所
年
報
』
九
、二
〇
一
一
年
）
は
、休
漁
期
に
お
け
る
「
鵜
の
馴
ら
し
」

を
見
て
、
そ
れ
に
よ
り
夏
に
行
わ
れ
る
鵜
に
よ
る
漁
を
想
起
し
て
の
作
歌
と

す
る
。

（
20
）
伊
藤
氏
註
（
17
）
書
。

（
21
）
中
西
氏
註
（
14
）
書
は
、「
梢
の
枝
で
鳥
の
羽
の
総
状
の
も
の
を
束
ね
作
り
、

こ
れ
を
さ
し
て
船
木
を
伐
る
習
慣
が
あ
っ
た
か
」
と
す
る
。
ま
た
、
尾
崎
暢

殃
氏
（「
家
持
の
旋
頭
歌
」
同
『
大
伴
家
持
論
攷
』
笠
間
書
院
、一
九
七
五
年
）
は
、

「
木
の
末
や
枝
の
茂
っ
た
先
の
意
と
す
る
説
と
、
手
斧
の
意
と
す
る
説
と
が
あ

る
。（
中
略
）
ト
ブ
サ
を
立
て
て
山
の
神
を
祭
る
信
仰
行
事
を
い
う
」
と
す
る
。

（
22
）
廣
岡
義
隆
「
鄙
に
目
を
向
け
た
家
持
」（『
三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
科
紀
要
』

一
）
一
九
八
四
年
。
同
「
大
伴
家
持
作
品
に
見
ら
れ
る
佛
足
石
歌
体
」（
同
『
佛

足
石
記
佛
足
石
歌
碑
歌
研
究
』
和
泉
書
院
）
二
〇
一
五
年
（
初
出
、
一
九
九

八
年
）。
な
お
、
兼
岡
理
恵
氏
（「「
良
吏
」
と
「
風
土
記
」」
同
『
風
土
記
受
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容
史
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
（
初
出
、
二
〇
〇
六
年
））
も
、
国
府

に
保
管
さ
れ
た
風
土
記
の
副
本
が
、
代
々
の
国
司
の
実
務
書
と
し
て
参
照
さ

れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

（
23
）
橋
本
達
雄
『
万
葉
集
全
注　

巻
第
十
七
』（
有
斐
閣
）
一
九
八
五
年
。
伊
藤
博

「
七
草
」（
同
『
万
葉
集
の
歌
群
と
配
列　

下
』
塙
書
房
）
一
九
九
二
年
。
同

註
（
17
）
書
。
中
西
氏
註
（
18
）
論
文
。
永
藤
靖
「
家
持
の
越
中
巡
行
九
首

の
世
界
」（『
文
芸
研
究
』
七
四
）
一
九
九
五
年
。
廣
岡
氏
註
（
22
）
二
〇
一

五
年
論
文
。
阿
蘇
氏
註
（
18
）
書
。
森
斌
「
天
平
二
十
年
出
挙
の
諸
郡
巡
行
」

（
同
『
万
葉
集
歌
人
大
伴
家
持
の
表
現
』
渓
水
社
）
二
〇
一
〇
年
。

（
24
）
仁
藤
氏
註
（
7
）
論
文
。
鈴
木
氏
註
（
8
）
論
文
。
大
谷
歩
「
古
代
天
皇
行

幸
の
理
念
的
位
置
付
け
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
一
四
）
二
〇
一
六
年
。

（
25
）
大
谷
歩
氏
か
ら
ご
指
摘
を
受
け
た
。
大
谷
氏
か
ら
は
、『
礼
記
』
等
に
つ
い
て

直
接
様
々
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
26
）
亀
田
隆
之「
古
代
の
勧
農
政
策
と
そ
の
性
格
」（
同『
日
本
古
代
用
水
史
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
）
一
九
七
三
年
。
本
稿
に
お
け
る
亀
田
氏
の
説
は
全
て
こ
れ
に

よ
る
。

（
27
）
高
垣
義
実
「
天
平
期
に
お
け
る
地
方
支
配
の
一
断
面
」（
直
木
孝
次
郎
先
生
古

稀
記
念
会
編
『
古
代
史
論
集　

中
』
塙
書
房
）
一
九
八
八
年
。

（
28
）
大
越
寛
文
「
天
平
二
十
年
諸
郡
巡
行
時
の
歌
」（
伊
藤
博
・
稲
岡
耕
二
編
『
万

葉
集
を
学
ぶ　

第
八
巻
』
有
斐
閣
）
一
九
七
八
年
。
廣
岡
氏
註
（
15
）
論
文
。

阿
蘇
氏
註
（
18
）
書
。

（
29
）
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝

　

注
釈
と
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
）
一
九
九
九
年
。

（
30
）
平
川
南
監
修
・
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
発
見
！
古
代

の
お
触
れ
書
き
』（
大
修
館
書
店
）
二
〇
〇
一
年
。

（
31
）
日
本
古
典
文
学
大
系
七
二
『
菅
家
文
草　

菅
家
後
習
集
』（
川
口
久
雄
校
注
、

岩
波
書
店
）
一
九
六
六
年
。

（
32
）
三
木
雅
博
・
谷
口
真
起
子
「「
行
春
詩
」
札
記
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅

原
道
真
論
集
』
勉
誠
出
版
）
二
〇
〇
三
年
。

（
33
）
鈴
木
氏
註
（
8
）
論
文
。

（
34
）
註
（
30
）
書
。

（
35
）
森
田
喜
久
男
「
古
代
加
賀
地
方
河
北
潟
周
辺
の
歴
史
的
環
境
」（
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集 

第
一
五
集
『
日
本
海
沿
岸
の
潟
湖
に
お
け
る
景
観

と
生
業
の
変
遷
の
研
究
』）
二
〇
一
五
年
。

（
36
）
有
富
氏
註
（
2
）
論
文
。

（
37
）『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
正
月
十
一
日
丁
未
条

（
38
）
な
お
、
こ
の
詩
の
後
半
で
は
興
行
の
後
に
讃
岐
守
と
な
っ
た
藤
原
保
則
の
事

例
が
語
ら
れ
、
そ
こ
で
は
保
則
が
巡
行
し
て
い
な
い
様
子
が
詠
ま
れ
る
。
し

か
し
、
保
則
は
遥
任
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
巡
行
を
し
て
い
な
い

事
例
と
は
い
え
な
い
。

（
39
）
三
木
・
谷
口
両
氏
註
（
32
）
論
文
。

（
40
）
三
木
・
谷
口
両
氏
註
（
32
）
論
文
。

（
41
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
八
年
正
月
甲
申
条
、
同
嘉
祥
三
年
正
月
甲
午
条
。

（
42
）「
魚
酒
」
労
働
及
び
殺
牛
祭
神
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
考
が
あ
る
が
、
主
に

以
下
を
参
照
し
た
。
荒
木
敏
夫
「
古
代
国
家
と
民
間
祭
祀
」（『
歴
史
学
研
究
』

五
六
〇
）
一
九
八
六
年
。
梅
田
康
夫
「
日
本
古
代
に
お
け
る
「
魚
酒
」
の
提
供
」

（
金
沢
法
学
、
三
六
―
一
・
二
）
一
九
九
四
年
。
義
江
明
子
「
殺
牛
祭
神
と
魚

酒
」（
佐
伯
有
清
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
仏
教
』
吉
川
弘

文
館
）
一
九
九
五
年
。
森
田
悌
「
殺
牛
馬
祭
儀
と
魚
酒
」（『
続
日
本
紀
研
究
』

四
〇
六
）
二
〇
一
三
年
。

（
43
）
釈
文
は
、財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
津
幡
町
加
茂
遺
跡
』（
二

〇
〇
九
年
）
に
よ
る
。
本
木
簡
に
つ
い
て
は
、
主
に
下
記
の
著
書
・
論
文
を

参
照
し
た
。
註
（
30
）
書
。
平
川
南
「
牓
示
札
」（
同
『
古
代
地
方
木
簡
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
〇
三
年
。
同
「
里
と
村
」（
同
『
律
令
国
郡
里
制
の
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実
像　

下
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
一
四
年
。
藤
井
一
二
「
加
茂
遺
跡
出
土
「
牓

示
札
」
の
発
令
と
宛
先
」（『
砺
波
散
村
地
域
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
八
）
二

〇
〇
一
年
。
鈴
木
景
二
「
加
賀
郡
牓
示
札
と
在
地
社
会
」（『
歴
史
評
論
』
六

四
三
）
二
〇
〇
三
年
。
金
田
章
裕
「
古
代
の
郡
・
郷
と
村
に
つ
い
て
の
覚
え

書
き
」（『
日
本
歴
史
』
六
六
八
）
二
〇
〇
四
年
。
吉
原
啓
「
加
賀
郡
牓
示
札

に
つ
い
て
の
一
研
究
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
八
六
）
二
〇
一
〇
年
。
森
田

氏
註
（
27
）
論
文
等
。

（
44
）
註
（
43
）
報
告
書
。
一
・
一
一
・
一
三
〜
二
一
行
目
の
行
頭
に
想
定
さ
れ
て

い
る
文
字
は
そ
れ
ぞ
れ
、
郡
・
検
・
酒
・
疲
・
田
・
符
・
之
・
各
・
旨
・
田
・

寛
で
あ
る
。

（
45
）
西
別
府
氏
註
（
1
）
論
文
。

（
46
）『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
一
五
年
一
一
月
一
三
日
太
政
官
符
。

（
47
）
市
氏
註
（
2
）
論
文
。

（
48
）
森
公
章
「
国
務
運
営
の
諸
相
と
受
領
郎
党
等
の
成
立
」（
同
『
在
庁
官
人
と
武

士
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
一
三
年
（
初
出
、
二
〇
〇
六
年
）。
な
お
、

鐘
江
宏
之
氏
（「
伊
勢
国
計
会
帳
の
年
代
に
つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
五
三
七
、

一
九
九
三
年
）
は
、
伊
勢
国
計
会
帳
は
従
来
い
わ
れ
て
い
た
延
暦
二
年
で
は

な
く
、
天
平
九
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
八
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。
田
中
靖

「
八
幡
林
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
一
三
）
一
九
九
一
年
。
和
島
村
教
育
委
員
会

『
八
幡
林
遺
跡
』
一
九
九
二
年
。
小
林
昌
二
「
八
幡
林
遺
跡
等
新
潟
県
内
出
土

の
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』一
四
）一
九
九
二
年
。
田
中
卓「「
郡
司
符
」木
簡（
新

潟
県
・
八
幡
林
遺
跡
）
と
告
朔
儀
」（
同
『
田
中
卓
著
作
集
一
〇　

古
典
籍
と

史
料
』
国
書
刊
行
会
）
一
九
九
三
年
（
初
出
、
一
九
九
一
年
）。
平
川
南
「
八

幡
林
遺
跡
と
地
方
官
衙
論
」（
同
『
律
令
国
郡
里
制
の
実
像　

上
』
吉
川
弘
文

館
）
二
〇
一
四
年
（
初
出
、
一
九
九
五
年
）。

（
49
）
森
氏
註
（
48
）
論
文
。

（
50
）
註
（
31
）
書
。

（
51
）『
続
日
本
紀
』
天
平
二
年
四
月
庚
午
条
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
三
月
乙
未
条
。

（
52
）
佐
藤
宗
諄
「
平
安
初
期
の
官
人
と
律
令
政
治
の
変
質
」（
同
『
平
安
前
期
政
治

史
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会
）
一
九
七
七
年
。
ほ
か
。

（
53
）『
漢
書
』
巻
八
九
「
循
吏
伝
」
第
五
九
。

（
54
）
佐
藤
氏
註
（
52
）
論
文
。
森
公
章
「
良
吏
の
光
と
影
」（
同
『
在
庁
官
人
と
武

士
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
一
三
年
（
初
出
、
二
〇
〇
六
年
）。
等
。

（
55
）
森
氏
註
（
54
）
論
文
。

（
56
）『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
年
六
月
己
酉
条
。

（
57
）『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年
六
月
庚
戌
条
。

（
58
）
森
公
章
「
国
書
生
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
同
『
在
庁
官
人
と
武
士
の
成
立
』

吉
川
弘
文
館
）
二
〇
一
三
年
（
初
出
、
一
九
九
三
年
）。
森
氏
は
、
一
〇
世
紀

前
後
に
郡
領
氏
族
等
の
在
地
有
力
者
層
が
書
生
や
判
官
代
と
し
て
国
務
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
、
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
受
領
郎

党
と
国
務
の
権
限
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、あ
る
い
は
伍
し
て
政
務
運
営
に
あ
た
っ

た
と
い
う
。

（
59
）
鐘
江
宏
之
「
律
令
国
家
と
国
郡
行
政
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
二
九
）
一
九
九
九
年
。

（
60
）
兼
岡
氏
註
（
22
）
論
文
。

（
61
）
兼
岡
氏
は
、
註
（
22
）
論
文
の
中
で
、
新
任
国
司
が
前
任
者
か
ら
引
き
継
ぐ

公
文
を
記
し
た
「
国
務
条
々
事
」
20
条
の
中
に
「
風
俗
記
文
」
が
あ
る
こ
と

に
着
目
し
、
国
府
で
保
管
さ
れ
た
風
土
記
が
代
々
の
国
司
の
実
務
書
と
し
て

利
用
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
風
俗
記
文
」
の
内
容
は
具
体
的
に
知
り
得

な
い
が
、
こ
の
場
合
の
「
風
俗
」
は
官
人
の
政
務
と
は
考
え
難
く
、
当
国
の

風
土
や
習
俗
・
産
業
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
首
肯
で
き
る
。「
風
俗

記
文
」
は
、
風
土
記
だ
け
で
な
く
、『
万
葉
集
』
巻
一
六
に
見
え
る
「
越
中
国

歌
」「
能
登
国
歌
」
の
よ
う
な
類
の
も
の
も
含
め
た
、
複
合
的
な
記
録
類
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。


